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Ϩ ᖹᡂ29ᖺᗘ࿴ḷᒣ┴❧㧗等学ᰯධ学⪅㑅ᢤ

㸦඲᪥ไㄢ⛬࣭ᐃ᫬ไㄢ⛬㸧ᐇ᪋せ㡯

➨㸯 ୍⯡㑅ᢤ

一⯡選抜は、入学者選抜を実施するເ集定ဨを定めたす࡭ての学科（コース等
ͤ

）で実施する。

なお、各学校の実施内容については、「平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜選考基準」（以下「選

抜選考基準」という。）（別表１）のとおりとする。

ͤ ເ集定ဨを定めたコースࡸ校舎な࡝のことで、別表１のとおりとする。

㸯 ฟ㢪㈨᱁

出願することができる者は、ᮏே及びಖㆤ者（ぶᶒ者、ぶᶒ者がない場合はᮍ成年後見ே。以下ྠ

れかに該当ࡎることとし、次のい࠶るか、入学日までに和歌山県内に࠶のఫ所が和歌山県内に（。ࡌ

するものとする。

なお、定時ไㄢ程については、和歌山県内にᮏேのఫ所が࠶るか、໅ົしていること。又は、入学

日までに和歌山県内にఫ所が࠶るか、໅ົすることが☜実で࠶れࡤ出願することができる。

(1) ୰学校又はこれに準ࡎる学校（以下「୰学校」という。）を卒業又は平成29年３月卒業見込みの

者

(2) ୰等教⫱学校前期ㄢ程（以下「୰学校」に含める。）をಟ了（以下「卒業」に含める。）又は平成

29年３月卒業見込みの者

(3) 学校教⫱ἲ施行つ則（᫛和22年文㒊┬௧第11ྕ）第95᮲のつ定により、୰学校を卒業した者とྠ

等以ୖの学力が࠶るとㄆめࡽれる者

㸰 学⛉㸦ࢫ࣮ࢥ等㸧ཬࡧເ㞟ᐃဨ

学科（コース等）及びເ集定ဨは、別に定める。

㸱 ᚿ㢪ᰯ

(1) 志願者は、一⯡選抜を実施するす࡭ての学校・学科（コース等）を志願することができる。ただ

し、出願は１校１ㄢ程１学科（コース等）に㝈る。

(2) 志願者は、ྠ一校、ྠ一ㄢ程に㝈り、第１志ᮃとして出願した学科（コース等）以外の学科（コ

ース等）を第２志ᮃとして出願することができる。また、༢఩ไによる定時ไㄢ程࡬の志願者は、

ྠ一校において、昼間の定時ไㄢ程とኪ間の定時ไㄢ程のいࡎれかを第２志ᮃとして出願すること

ができる。

㸲 ฟ㢪ཷ௜ᮇ㛫ཬࡧሙᡤ

(1) 出願受௜期間

一⯡出願及びᮏ出願の受௜期間は、次のとおりとする。

平成29年２月21日（ⅆ） 午前９時かࡽ午後㸲時まで
一⯡出願

平成29年２月22日（Ỉ） 午前９時かࡽ午後３時まで

ᮏ出願
平成29年３月２日（木） 午前９時かࡽ午後㸲時まで

平成29年３月３日（金） 午前９時かࡽ午後３時まで

㒑送の場合は、「᭩␃」とし、一⯡出願は平成29年２月16日（木）か２ࡽ月21日（ⅆ）までのᾘ

༳の࠶るもの、ᮏ出願は平成29年２月27日（月）か３ࡽ月２日（木）までのᾘ༳の࠶るものに㝈る
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（受検⚊等の㏉ಙ用ᑒ⟄とษᡭをྠᑒすること）。

なお、㒑送の場合は、志願先の高等学校ࡽ࠶࡬かࡌめ㟁ヰ㐃⤡すること。

(2) 出願受௜場所

出願は、それぞれ志願先の高等学校で受け௜ける。

なお、分校に出願する者はそれぞれの分校で、また、和歌山北高等学校の北校舎、ᾏ༡高等学校

のᾏ༡校舎及び኱成校舎（以下、「校舎別の高等学校」という。）に出願する者は、それぞれの校舎

で受け௜ける。

ただし、和歌山北高等学校の西校舎に出願する者は、和歌山北高等学校の北校舎で受け௜ける。

㸳 ฟ㢪ᡭ⥆

(1) 一⯡出願

ア 志願者のᡭ⥆

入学志願者は、次の᭩㢮等をᅾ学又は出㌟校の୰学校長にᥦ出すること。ただし、୰学校ᅾ学

及び卒業の者以外の志願者については、次の᭩㢮のほかに高等学校入学㈨᱁をドする᭩㢮をῧ௜

し、┤接、志願先の高等学校長にᥦ出すること。

なお、௚の㒔㐨ᗓ県かࡽ和歌山県立高等学校を志願する場合は、「ϫ ௚の㒔㐨ᗓ県かࡽの高

等学校入学志願者等に㛵するᡭ⥆について」による。

（ア）入学願（別グ第１ྕᵝᘧ）

（イ）受検⚊（別グ第２ྕᵝᘧ）

࿌᭩⏦（࢘）

和歌山北高等学校ス࣏ーࢶ೺ᗣ科学科、和歌山高等学校、⟪ᓥ高等学校ᬑ㏻科（ス࣏ーࢶ

コース）のいࡎれかの学校を志願する者は、それぞれの学校のỴめࡽれた⏦࿌᭩をᥦ出する

こと。

・和歌山北高等学校ス࣏ーࢶ೺ᗣ科学科（別グ⏦࿌᭩第１ྕᵝᘧ）（第２志ᮃの場合もᥦ出）

・和歌山高等学校（別グ⏦࿌᭩第２ྕᵝᘧ）

・⟪ᓥ高等学校ᬑ㏻科（ス࣏ーࢶコース）（別グ⏦࿌᭩第３ྕᵝᘧ）（第２志ᮃの場合もᥦ出）

入学考査ᡭ数ᩱ（࢚）

ᮏ出願時に、入学願の所定のḍに、和歌山県ド⣬（඲日ไㄢ程2,200෇、定時ไㄢ程950෇）

をはること。

イ ୰学校長のᡭ⥆

୰学校長は、第㸳㡯第１ྕアの᭩㢮のグ㍕஦㡯にㄗりのないことを☜かめ、一⯡出願者ሗ࿌᭩

（別グ第３ྕᵝᘧ）を、学校・ㄢ程・学科（コース等）別に志願先の高等学校長に（分校につい

てはそれぞれの分校に、校舎別の高等学校についてはそれぞれの校舎に）ᥦ出すること。

ただし、和歌山北高等学校の西校舎については、和歌山北高等学校の北校舎にᥦ出するものと

する。

࢘ 高等学校長のᡭ⥆

高等学校長は、୰学校長かࡽᥦ出ࡉれた一⯡出願者ሗ࿌᭩により志願≧ἣ（୰学校ᅾ学及び卒

業の者以外の志願者も含める。）をㄢ程・学科（コース等）別に集ィし、別途指定する᪉ἲで（県）

学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ長にሗ࿌すること。
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࢚ 注ព஦㡯

（ア）入学願について

第３㡯第２ྕによる志願者は、入学願の「志願学科（コース等）」のḍに志ᮃ㡰఩別に学

科（コース等）ྡを、定時ไㄢ程については昼間、ኪ間の別もグ入すること。また、校舎別

の高等学校のᬑ㏻科については、「志願学科（コース等）」のḍに、「学科ྡ（校舎ྡ）」をグ

入すること。

平成29年３月୰学校卒業見込みの者以外の志願者は、入学願の「卒業後の≧ἣ」のḍに᭱

終学校卒業後のᒚṔ等をグ入すること。

（イ）受検⚊について

分校࡬の志願者は、その出願先の分校ྡを受検⚊の「受検場所」のḍにグ入し、校舎別の

高等学校ᬑ㏻科࡬の志願者は、その志願先の校舎ྡを受検⚊の「志願学科（コース等）」の

ḍに、「学科ྡ（校舎ྡ）」をグ入すること。

࢜ 志願≧ἣのⓎ表

（ア）（県）学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ及び各ᕷ⏫ᮧ教⫱ጤဨ会において、一⯡出願にಀる志願

≧ἣ一ぴ表を平成29年２月23日（木）午前９時にᥖ示する。

なお、ᥖ示場所については、（県）学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ及び各ᕷ⏫ᮧ教⫱ጤဨ会に

ၥい合ࡏࢃること。

（イ）୰学校長には、各ᕷ⏫ᮧ教⫱ጤဨ会を㏻ࡌて㏻▱する。

(2) 志願先のኚ᭦

ア 志願者は、ᮏ出願に࠶たࡗて、一⯡出願の㝿にᥦ出した志願先の学校ࡸ学科（コース等）を、

１ᅇに㝈りኚ᭦することができる（ྠ一校における学科（コース等）をኚ᭦しようとする者及び

第２志ᮃをኚ᭦しようとする者も含む。）。

イ 志願先をኚ᭦しようとする者は、次の（ア）㹼（࢘）のኚ᭦ᡭ⥆を行うこと。

（ア）୰学校長に⏦し出て、入学願と受検⚊の㏉༷を受ける。

（イ）入学願と受検⚊を᪂たに作成する。

。入学願と受検⚊を୰学校長に෌ᥦ出する（࢘）

なお、第㸳㡯第１ྕアのただし᭩きに該当する者については、平成29年２月23日（木）かࡽ平

成29年３月１日（Ỉ）まで（午前９時かࡽ午後㸲時まで）に、一⯡出願時に᭩㢮をᥦ出した高等

学校長に願い出て指示を受けること。

(3) ᮏ出願

ア 志願者のᡭ⥆

（ア）志願者は、志願先のኚ᭦ᡭ⥆をした場合を㝖き、一⯡出願の㝿にᥦ出した志願先の学校・

学科（コース等）以外にᮏ出願をすることができない。

（イ）一ᐙ㌿ఫなࡸ࡝むをᚓない஦᝟で一⯡出願できなかࡗた志願者は、その理⏤を入学願の⿬

面にグ㍕し、受検⚊とともに୰学校長にᥦ出すること。

第㸳㡯第１ྕアのただし᭩きに該当する者で志願先をኚ᭦した者は、第㸳㡯第１ྕアに準（࢘）

。᭩㢮を┤接志願先の高等学校長にᥦ出すること、ࡌ
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イ ୰学校長のᡭ⥆

୰学校長は、志願者かࡽᥦ出ࡉれた᭩㢮のグ㍕஦㡯にㄗりのないことと、入学願の所定のḍに

和歌山県ド⣬（඲日ไㄢ程2,200෇、定時ไㄢ程950෇）がはࡽれていることを☜かめるとともに、

志願者にಀる次の᭩㢮を作成し、入学願、受検⚊௚、ᚲせ᭩㢮とࡏࢃ࠶て志願先の高等学校長に

ᥦ出すること。

（ア）平成29年度和歌山県立高等学校入学志願者ㄪ査᭩（以下「ㄪ査᭩」という｡）（別グ第㸲ྕ

ᵝᘧ）

平成23年３月以前の୰学校卒業者については、ㄪ査᭩に௦えて୰学校卒業ド᫂᭩をᥦ出す

ること。

（イ）๪⏦᭩（別グ第㸳ྕᵝᘧ）

ㄪ査᭩の「Ḟᖍ等の≧ἣ」及び「೺ᗣの≧ἣに㛵する特グ஦㡯」等、ㄪ査᭩にグ㍕ࡉれて

いないその௚の஦㡯について、特別の஦᝟の࠶る場合は、୰学校長は๪⏦᭩をᥦ出すること

ができる。

学力検査等特別ᥐ⨨願（別グ第㸴ྕᵝᘧ）（࢘）

⫈ぬ等に㞀ᐖの࠶る志願者ࡸ日ᮏ語の理ゎが༑分でない外国ே等の志願者で、学力検査等

において特別のᥐ⨨をᚲせとする場合、志願先の高等学校長にᥦ出すること。

࢘ 高等学校長のᡭ⥆

（ア）高等学校長は、ᥦ出ࡉれた᭩㢮を☜ㄆし、受け௜けるとともに、ᥦ出ࡉれた受検⚊に受検

␒ྕを௜して、当該୰学校長を㏻ࡌ、又は┤接、出願者に஺௜すること。

（イ）高等学校長は、志願≧ἣをㄢ程・学科（コース等）別に集ィし、別途指定する᪉ἲで（県)

学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ長にሗ࿌すること。

れた学力検査等特別ᥐ⨨願の෗しを（県）教⫱長にᥦ出し、༠㆟のࡉ高等学校長は、ᥦ出（࢘）

うえ、㐺ษなᥐ⨨をㅮࡌること。

㸴 ㄪ査᭩等ࡢసᡂ

(1) ㄪ査᭩等作成ጤဨ会

୰学校長は、ㄪ査᭩、๪⏦᭩等の作成に࠶たࡗては、ཝṇ、බ平かつ㐺ṇを期するため、ㄪ査᭩

等作成ጤဨ会を⤌⧊し、そのᑂ㆟を⤒るものとする。

(2) ㄪ査᭩等の作成

ㄪ査᭩等のලయⓗな作成せ㡿は、「Ϫ 平成29年度和歌山県立高等学校入学志願者ㄪ査᭩等の作成に

ついて」による。

㸵 ᭩㢮ࡢᑂ査

(1) ㄪ査᭩等ᑂ査ጤဨ会

ア 高等学校長は、ᑂ査のཝṇ、බ平かつ㐺ṇを期するため、ㄪ査᭩等ᑂ査ጤဨ会を⤌⧊すること。

イ ㄪ査᭩等ᑂ査ጤဨ会は、平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜実施せ㡯（以下㺀実施せ㡯㺁

という。）に基࡙いてᥦ出ࡉれた᭩㢮についてᑂ査すること。

(2) 高等学校長は、୰学校長かࡽᥦ出ࡉれた᭩㢮の୰に、୙᫂な஦㡯等が࠶る場合には、当該୰学校

長にㄝ᫂又はゞṇをồめることができる。ただし、ゞṇをồめた場合には、（県）教⫱長にそのᴫ

せについて文᭩でሗ࿌しなけれࡤなࡽない。
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８ 学力検査等

出願者は、平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜学力検査（以下「学力検査」という。）を受

けるものとする。また、高等学校長は、学力検査のほかに面接（口頭による検査を含む。）、作文又は

小論文、実技（プレゼンテーション等を含む。）による検査（以下「面接・実技検査等」という。）を

実施することができる。

ただし、平成29年３月卒業見込みの者以外の出願者には、学力検査終了後、別途、面接を実施する

ものとする。

各学校の実施内容については、「選抜選考基準」（別表１）及び「平成29年度和歌山県立高等学校入

学者選抜の面接・実技検査等」（別表２）のとおりとする。

(1) 学力検査と配点

ア 学力検査

学力検査の教科は、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語（リスニングテストを含む｡））

とする。

リスニングテストは、外国語（英語）の検査時間の冒頭で校内放送設備を用いて一斉に行う。

イ 配点

各教科100点満点とする。ただし、高等学校長は、学科（コース等）の特色を考慮し、特定の教

科について２倍を超えない範囲で傾斜配点することができる。

なお、傾斜配点を行う学校については、「選抜選考基準」（別表１）のとおりとする。

(2) 検査期日と日程

学力検査等の期日及び日程は、次のとおりとし、受検者は、学力検査当日午前９時までに集合す

ること。

ア 期日 学力検査 平成29年３月９日（木）

面接・実技検査等 平成29年３月10日（金）

イ 日程 次の日程により実施する。

第１日（学力検査）

9:00 9:25 10:15 10:30 11:20 11:35 12:25 13:10 14:00 14:15 15:05

点呼
国語

休
社会

休
数学 (昼食) 理科

休 外国語

入場 憩 憩 憩 （英語）

第２日（面接・実技検査等）

9:00

面接・実技検査等

（注）実施時間帯は、実施校により異なるため、当該高等学校長の指示による。

（3) 検査場所

学力検査、面接・実技検査等は、原則として出願先高等学校（分校についてはそれぞれの分校、

校舎別の高等学校についてはそれぞれの校舎）で行う。

ただし、和歌山北高等学校の西校舎に志願した者の学力検査、面接・実技検査については、和歌
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山北高等学校の北校舎で行う。

(4) 検査当日の注ព

ア 受検者は、ᚲࡎ受検⚊及び➹グ用ලをᣢཧし、学力検査受検୰は、受検⚊をᮘୖに⨨ࡃこと。

イ 受検者がࡸむをᚓࡎ㐜้した場合、当該受検者は、出願先高等学校長のチྍをᚓたうえで検査

場に入ること。

࢘ 面接・実技検査等の実施時間帯は、出願先高等学校長の指示するとこࢁによるので␃ពするこ

と。

࢚ 実技検査を受ける者は、出願先高等学校長の指示にᚑい、受検できる᭹⿦等を準備すること。

࢜ 受検者がࡸむをᚓない஦᝟で受検できなࡃなࡗた場合、受検者のᅾ学又は出㌟校の୰学校長は、

出願先の高等学校長に㏿ࡸかにその᪨をሗ࿌するとともに、෌学力検査をᕼᮃする場合は、受検

できなかࡗた理⏤がṇ当で࠶ることをド᫂する᭩㢮（་ᖌのデ᩿᭩等）をῧえ、平成29年３月15

日（Ỉ）ṇ午までに出願先の高等学校長に෌学力検査受検願（別グ第㸵ྕᵝᘧその１）をᒆけ出

るものとする。また、ᒆ出を受けた高等学校長は、஦᝟内容をᑂ査し、ṇ当とㄆめࡽれるときは、

෌学力検査受検チྍ᭩（別グ第㸵ྕᵝᘧその２）を஺௜し、その受検をチྍするものとする。

㸷 ᐃ᫬ไㄢ⛬ࡿࡅ࠾࡟ᡂே≉ูᥐ⨨

(1) ᑐ㇟者及び内容

ア 満20ṓ以ୖの志願者（平成９年㸲月１日以前に⏕まれた者）で、定時ไㄢ程成ே特別ᥐ⨨をᕼ

ᮃする者

イ 作文及び面接による検査を行う。

࢘ ㄪ査᭩のᥦ出を┬␎することができる。

(2) ⏦ㄳᡭ⥆

この特別ᥐ⨨の㐺用を受けようとする者は、一⯡出願の㝿、定時ไㄢ程成ே特別ᥐ⨨⏦ㄳ᭩（別

グ第㸶ྕᵝᘧ）に୰学校卒業ド᫂᭩又は高等学校入学㈨᱁をドする᭩㢮をῧ௜して、┤接、志願先

の高等学校長にᥦ出すること。ただし、志願先のኚ᭦はできない。

(3) 検査期日と日程

検査期日は、学力検査とྠ一日とし、日程は、次のとおりとする。

9:00 9:25 10:15 10:30

点呼入場 作文 休憩 面接

(4) 成ே特別ᥐ⨨による入学者数

別に定めるເ集定ဨの10㸣をᶆ準とし、ເ集定ဨ内で出願≧ἣにᛂࡌて当該高等学校長がỴ定す

る。

(5) 検査場所

出願先高等学校で行う。

(6) 検査当日の注ព

第㸶㡯第㸲ྕに準ࡎるものとする。

(7) 入学願等の஺௜
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入学願、受検⚊、定時ไㄢ程成ே特別ᥐ⨨⏦ㄳ᭩については、（県）学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ

及び定時ไㄢ程を᭷する高等学校において஺௜する。

10 ධ学⪅ࡢ㑅ᢤ

高等学校長は、出願者がເ集定ဨを超㐣するかྰかにかかࡎࡽࢃ、次のせ㡿によࡗて、ཝṇ、බ平

かつ㐺ṇに入学者の選抜を行うこと。

(1) 合ྰุ定の原則

合ྰのุ定は、୰学校長かࡽᥦ出ࡉれたㄪ査᭩等（又はこれに┦当する᭩㢮）及び学力検査の成

⦼に基࡙いて行う。ただし、面接・実技検査等を実施した学校・学科（コース等）にࡗ࠶ては、そ

の成⦼もุ定㈨ᩱとする。

なお、各学校の一⯡選抜における入学者の選抜基準は、「選抜選考基準」（別表１）のとおりとする。

(2) ุ定㈨ᩱのホ౯

ア ㄪ査᭩

ㄪ査᭩の「ホ定」、「特別άືに㛵する特グ஦㡯」、「校内外のάື等に㛵する特グ஦㡯」、「ほ点

別学⩦≧ἣ」等にその௚のグ㍕内容をຍ࿡し、⥲合ⓗにホ౯すること。

（ア）ホ定

次の᪉ἲで⟬出し、ィ180点満点とする。ただし、ㄪ査᭩にグ㍕ࡉれている඲教科のホ定

をᑐ㇟として、２倍を超えない範囲で傾斜ホ౯を実施することができる。傾斜ホ౯を行う学

校については、「選抜選考基準」（別表１）のとおりとする。

なお、傾斜ホ౯を実施する学科（コース等）にࡗ࠶ては、傾斜ホ౯後の合ィを満点とする

こと。

㹟 第１・第２学年のホ定

第１・第２学年の９教科の㸳ẁ㝵ホ定の合ィを⟬出する。 （90点満点）

㹠 第３学年のホ定

第３学年の９教科の㸳ẁ㝵ホ定の合ィを２倍して⟬出する。 （90点満点）

（イ）特別άື及び校内外のάື等

「特別άືに㛵する特グ஦㡯」、「校内外のάື等に㛵する特グ஦㡯」、「ほ点別学⩦≧ἣ」

及びその௚のグ㍕内容を⥲合ⓗにホ౯すること。

イ 学力検査の成⦼

学力検査実施教科は各教科100点満点とし、ィ500点満点とする。ただし、傾斜配点を実施する

学科（コース等）にࡗ࠶ては、傾斜配点後の合ィを満点とすること。

࢘ 面接・実技検査等の成⦼

（ア）面接（口頭による検査を含む。）

ẁ㝵ⓗにホ౯する。

（イ）作文又は小論文、実技（プレゼンテーション等を含む。）による検査

検査⤖ᯝを㐺ษに点数໬してホ౯する。

࢚ その௚の㈨ᩱ

୰学校長かࡽ๪⏦᭩等のᥦ出がࡗ࠶た場合は、そのグ㍕内容に␃ពすること。
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(3) 合ྰุ定のᡭ㡰について

次のア㹼࢚の各ẁ㝵㡰にุ定していࡃものとし、第２志ᮃをㄆめる学校にࡗ࠶ては、ึめに第１

志ᮃの者をᑐ㇟として第２ẁ㝵までのุ定を行い、次に第２ẁ㝵まで合᱁ண定者になࡽなかࡗた者

にス࣏ーࢶ᥎⸀で合᱁しなかࡗた者及び第２志ᮃの者をຍえて、第３ẁ㝵のุ定を行うものとする。

なお、受検者の数が一⯡選抜ເ集ᯟ（以下「ເ集ᯟ」という。）に満たない場合は、第１ẁ㝵、

第２ẁ㝵に示したே数の๭合を、いࡎれも඲受検者にᑐする๭合としたうえで、合ྰをุ定するも

のとする。ただし、出願者がᑡே数のため、各ẁ㝵㡰によるุ定がᅔ㞴な場合は、前ྕุ定㈨ᩱの

ホ౯に基࡙き、⥲合ⓗにุ定することができる。

ア 第１ẁ㝵

඲受検者のうࡕ、次の（ア）、（イ）及び、面接・実技検査等を実施した場合は（࢘）のいࡎれ

かにおいて、それぞれの᮲௳を満たす者を合᱁ண定者とする。ただし、第１ẁ㝵での合᱁ண定者

数は、ເ集ᯟの80㸣をୖ㝈とし、80㸣を超えた場合は、（ア）㹼（࢘）をそれぞれの๭合（ເ集

ᯟにᑐする๭合）がಖたれるようῶࡌることによりㄪᩚするものとする。

（ア）「ㄪ査᭩」のグ㍕内容がඃれた者で「学力検査の成⦼」がເ集ᯟ内に࠶る者のうࡕ、「選抜

選考基準」（別表１）に示した๭合内に࠶る者。ただし、面接・実技検査等を実施した場合

は、その成⦼がⴭしࡃ下఩の者を㝖ࡃ。

（イ）「学力検査の成⦼」がඃれた者で「ホ定」がເ集ᯟ内に࠶る者のうࡕ、「選抜選考基準」（別

表１）に示した๭合内に࠶る者。ただし、面接・実技検査等を実施した場合は、その成⦼が

ⴭしࡃ下఩の者を㝖ࡃ。

࠶がඃれた者で「ホ定」及び「学力検査の成⦼」がເ集ᯟ内に「⦼面接・実技検査等の成」（࢘）

る者のうࡕ、「選抜選考基準」（別表１）に示した๭合内に࠶る者。

イ 第２ẁ㝵

第１ẁ㝵における合᱁ண定者数がເ集ᯟの80㸣に満たない場合は、第１ẁ㝵の（ア）㹼（࢘）

をྠࡌ๭合（ເ集ᯟにᑐする๭合）がಖたれるようቑຍࡏࡉることにより、合᱁ண定者数がເ集

ᯟの80㸣になるまでㄪᩚする。

࢘ 第３ẁ㝵

第１ẁ㝵及び第２ẁ㝵の合᱁ண定者を㝖いたす࡭ての受検者に、ス࣏ーࢶ᥎⸀で合᱁しなかࡗ

た者及び第２志ᮃの者をຍえ、「ㄪ査᭩」及び「学力検査の成⦼」୪びにその௚の㈨ᩱࡸ面接・

実技検査等を実施したときの成⦼も含め、学科の特色を考慮しながࡽ⥲合ⓗにุ定し、合᱁ண定

者とする。ただし、用いるุ定㈨ᩱはこれࡽの受検者にඹ㏻のものとすること。

࢚ 第㸲ẁ㝵

第３ẁ㝵において、ເ集ᯟまでを合᱁ண定者としたうえ、᭦に、඲受検者について⥲合ⓗなほ

点かࡽ検ウし、᭱終ⓗに合᱁者をỴ定する。

11 ྜ᱁⪅ࡢⓎ⾲

平成29年３月17日（金）午前10時に各検査場所において一斉にᥖ示する。

12 ධ学㈨᱁ㄆᐃ検査

学校教⫱ἲ施行つ則第95᮲第㸳ྕのつ定による高等学校入学㈨᱁ㄆ定検査については、平成29年２

月㸴日（月）に志願先の高等学校で行う。受検ᕼᮃ者は、平成29年１月30日（月）ṇ午までに、志願
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先の高等学校長に願い出ること。

なお、入学㈨᱁ㄆ定検査の実施᪉ἲについては、志願先の高等学校長が定めるものとする。

13 ᐇ᪋ୖࡢ␃ព஦㡯

(1) ୰学校長は、ᅾ学者又は出㌟者がᮏேの⬟力、㐺ᛶ、⯆࿡及び㛵ᚰ等にᛂࡌて、志願校・志願学

科（コース等）の選定をするよう、㐺ษな㐍㊰指ᑟを行うこと。

(2) 高等学校長は、学力検査等が㐺ษに行ࢃれるよう஦前に༑分準備しておࡃこと。

(3) ୰学校長は、高等学校長にᥦ出したㄪ査᭩等の内容等について、一ษ₃えいすることのないよう、

⟶理にៅ㔜を期するとともに、㛵ಀ⫋ဨをཝ㔜に┘╩しなけれࡤなࡽない。また、高等学校長は、

合ྰุ定の⤒㐣及び⤖ᯝ等の≧ἣ୪びに学力検査等の⤖ᯝ及び୰学校長かࡽᥦ出ࡉれたㄪ査᭩等の

内容等について、一ษ₃えいすることのないよう、⟶理にៅ㔜を期するとともに、㛵ಀ⫋ဨをཝ㔜

に┘╩しなけれࡤなࡽない。

(4) 高等学校長は、入学前に行う合᱁者及びಖㆤ者࡬のㅖ㐃⤡について、合᱁Ⓨ表日とは別に日を定

めて行うこと。

(5) ୰学校長は、合᱁者の⏕ᚐ೺ᗣデ᩿⚊（ṑの検査⚊を含む。）を平成29年３月31日（金）までに、

㐍学先の高等学校長にᥦ出すること。

なお、୰学校において⏕ᚐ೺ᗣデ᩿⚊をಖᏑしている㐣年度卒業⏕（平成24年３月㹼平成28年３

月୰学校卒業者）についても、ྠᵝにᥦ出すること。

(6) 第㸶㡯の実施᪉ἲについては、高等学校長に別途㏻▱する。

（7） 実施せ㡯に定めるもののほか、ᚲせな஦㡯は、高等学校長に別途㏻▱する。
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➨㸰 ⸀᥎ࢶ࣮࣏ࢫ

ス࣏ーࢶ᥎⸀は、県教⫱ጤဨ会の指定を受けた高等学校で実施する。

なお、指定する高等学校、➇技ス࣏ーࢶ✀┠及びເ集ᯟについては、「平成29年度和歌山県立高等学

校入学者選抜のス࣏ーࢶ᥎⸀実施校、指定➇技ス࣏ーࢶ及びເ集ᯟ等」（別表３）のとおりとする。

㸯 ฟ㢪㈨᱁

(1) ᮏே及びಖㆤ者（ぶᶒ者、ぶᶒ者がない場合はᮍ成年後見ே。以下ྠࡌ。）のఫ所が和歌山県内

に࠶るか、入学日までに和歌山県内に࠶ることとする。

また、第１第１㡯に準ࡎる者のうࡕ、平成28年㸲月かࡽ平成29年３月までの期間に卒業又は卒業

見込みの者とし、かつ、次ྕの᮲௳を満たすものとする。

(2) 次のア及びイの᮲௳を満たす者で、୰学校長の᥎⸀をᚓたものとする。

ア 特別άື及び校内外のάື等においてඃれた点が見ࡽれ、⏕άែ度がⰋዲで࠶ること。

イ ス࣏ーࢶ᥎⸀を実施する高等学校が定める「平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜のス࣏

ーࢶ᥎⸀出願᮲௳」（別表㸲）に㐺合すること。

㸰 ᚿ㢪ᰯ

(1) 志願者は、ス࣏ーࢶ᥎⸀を実施するす࡭ての学校・学科（コース等）を志願することができる。

ただし、出願は１校１ㄢ程１学科（コース等）に㝈る。

(2) 志願者は、ྠ一校、ྠ一ㄢ程に㝈り、第１志ᮃとして出願した学科（コース等）以外の学科（コ

ース等）を一⯡選抜の第２志ᮃとして出願することができる。

㸱 ฟ㢪ཷ௜ᮇ㛫ཬࡧሙᡤ

第１第㸲㡯に準ࡎる。

㸲 ฟ㢪ᡭ⥆

(1) 一⯡出願

ア 志願者のᡭ⥆

入学志願者は、次の᭩㢮等をᅾ学する୰学校長にᥦ出すること。

なお、௚の㒔㐨ᗓ県かࡽ和歌山県立高等学校を志願する場合は、「ϫ ௚の㒔㐨ᗓ県かࡽの高

等学校入学志願者等に㛵するᡭ⥆について」による。

（ア）ス࣏ーࢶ᥎⸀入学願（別グ第９ྕᵝᘧ）

（イ）受検⚊（別グ第２ྕᵝᘧ）

入学考査ᡭ数ᩱ（࢘）

ス࣏ーࢶ᥎⸀入学願の所定のḍに、和歌山県ド⣬（඲日ไㄢ程2,200෇）をはること。

イ ୰学校長のᡭ⥆

୰学校長は、第㸲㡯第１ྕアの᭩㢮のグ㍕஦㡯にㄗりのないことを☜かめ、一⯡出願者ሗ࿌᭩

（別グ第３ྕᵝᘧ）を、学校・ㄢ程・学科（コース等）別に志願先の高等学校長に（校舎別の高

等学校についてはそれぞれの校舎に）ᥦ出すること。ただし、和歌山北高等学校の西校舎につい

ては、和歌山北高等学校の北校舎にᥦ出すること。

࢘ 高等学校長のᡭ⥆

高等学校長は、୰学校長かࡽᥦ出ࡉれた一⯡出願者ሗ࿌᭩により志願≧ἣ（୰学校ᅾ学の者以

外の志願者も含める。）をㄢ程・学科（コース等）別に集ィし、別途指定する᪉ἲで（県）学校
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教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ長にሗ࿌すること。

࢚ 注ព஦㡯

（ア）ス࣏ーࢶ᥎⸀入学願について

第２㡯第２ྕによる志願者は、ス࣏ーࢶ᥎⸀入学願の「志願学科（コース等）」のḍに志

ᮃ㡰఩別に学科（コース等）ྡをグ入すること。また、校舎別の高等学校ᬑ㏻科については、

「志願学科（コース等）」のḍに、「学科ྡ（校舎ྡ）」をグ入すること。

（イ）受検⚊について

校舎別の高等学校ᬑ㏻科࡬の志願者は、その志願先の校舎ྡを受検⚊の「志願学科（コー

ス等）」のḍに、「学科ྡ（校舎ྡ）」をグ入すること。

志願先のኚ᭦等について（࢘）

第１第㸳㡯第２ྕに基࡙ࡃ志願先のኚ᭦及び第１第㸳㡯第３ྕア（イ）によるᮏ出願かࡽ

の出願はできない。

(2) ᮏ出願

ア ୰学校長のᡭ⥆

୰学校長は、志願者かࡽᥦ出ࡉれた᭩㢮のグ㍕஦㡯にㄗりのないことと、ス࣏ーࢶ᥎⸀入学願

の所定のḍに和歌山県ド⣬（඲日ไㄢ程2,200෇）がはࡽれていることを☜かめるとともに、志願

者にಀる次の᭩㢮（作成は第１第㸳㡯第３ྕイに準ࡌて行う。）を作成し、ス࣏ーࢶ᥎⸀入学願、

受検⚊௚、ᚲせ᭩㢮とࡏࢃ࠶て志願先の高等学校長にᥦ出すること。

（ア）ス࣏ーࢶ᥎⸀᭩（別グ第10ྕᵝᘧ)

（イ）ㄪ査᭩（別グ第㸲ྕᵝᘧ)

๪⏦᭩（別グ第㸳ྕᵝᘧ）（࢘）

学力検査等特別ᥐ⨨願（別グ第㸴ྕᵝᘧ）（࢚）

イ 高等学校長のᡭ⥆

第１第㸳㡯第３ྕ࢘に準ࡌて行う。

㸳 学力検査等

出願者は、学力検査及びス࣏ーࢶ実技検査等を受けるものとする。

なお、ス࣏ーࢶ実技検査等については、「平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜のス࣏ーࢶ᥎

⸀におけるス࣏ーࢶ実技検査等」（別表㸳）のとおりとする。

(1) 検査期日と日程

学力検査等の期日及び日程は、次のとおりとし、受検者は、学力検査当日午前９時までに集合す

ること。

ア 期日 学力検査 平成29年３月９日（木）

ス࣏ーࢶ実技検査等 平成29年３月10日（金）

イ 日程 次の日程により実施する。

第１日（学力検査）

9:00 9:25 10:15 10:30 11:20 11:35 12:25 13:10 14:00 14:15 15:05

点呼
国語

休
社会

休
数学 (昼食) 理科

休 外国語

入場 憩 憩 憩 （英語）
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第２日（ス࣏ーࢶ実技検査等）

9:00

ス࣏ーࢶ実技検査等

（注）実施時間帯は、実施校により異なるため、当該高等学校長の指示による。

（2) 検査場所

学力検査、ス࣏ーࢶ実技検査等は、原則として出願先高等学校で行う。

ただし、和歌山北高等学校の西校舎に志願した者の学力検査、ス࣏ーࢶ実技検査等については、

和歌山北高等学校の北校舎で行う。

（3) 検査当日の注ព

ア 受検者は、ᚲࡎ受検⚊及び➹グ用ලをᣢཧし、学力検査受検୰は、受検⚊をᮘୖに⨨ࡃこと。

イ 受検者がࡸむをᚓࡎ㐜้した場合、当該受検者は、出願先高等学校長のチྍをᚓたうえで検査

場に入ること。

࢘ ス࣏ーࢶ実技検査等の実施時間帯は、出願先高等学校長の指示するとこࢁによるので␃ពする

こと。

࢚ ス࣏ーࢶ実技検査を受ける者は、出願先高等学校長の指示にᚑい、受検できる᭹⿦等を準備す

ること。

࢜ 受検者がࡸむをᚓない஦᝟で受検できなࡃなࡗた場合は、第１第㸶㡯第㸲ྕ࢜に準ࡎる。

㸴 ධ学⪅ࡢ㑅ᢤ

(1) 高等学校長は、学力検査、ス࣏ーࢶ実技検査等の⤖ᯝ及びス࣏ーࢶ᥎⸀᭩、ㄪ査᭩等を⥲合して、

ཝṇ、බ平かつ㐺ṇに入学者の選抜を行うこと。

(2) ス࣏ーࢶ᥎⸀で合᱁しなかࡗた者は、第１第10㡯第３ྕに準ࡌ、一⯡選抜において合ྰをุ定す

るものとする。

㸵 ྜ᱁⪅ࡢⓎ⾲

平成29年３月17日（金）午前10時に各検査場所において一斉にᥖ示する。また、高等学校長は、選

考⤖ᯝ㏻▱᭩（別グ第11ྕᵝᘧ）を୰学校長に送௜するものとする。ただし、選考⤖ᯝ㏻▱᭩は、各

高等学校で作成すること。

８ ᐇ᪋ୖࡢ␃ព஦㡯

第１第13㡯に準ࡎる。

㸷 ஦㡯ࡢ௚ࡢࡑ

(1) ୰学校長は、ス࣏ーࢶ᥎⸀に࠶たり、ཝṇ、බ平かつ㐺ṇを期するため、᥎⸀ጤဨ会を設けるこ

と。

(2) 高等学校長は、ス࣏ーࢶ実技検査等の෇⁥な実施と選考のཝṇ、බ平かつ㐺ṇを期するため、ス

。᥎⸀選抜ጤဨ会を設けることࢶー࣏

(3) 前各㡯のほか、ス࣏ーࢶ᥎⸀に㛵しᚲせな஦㡯は、「第１ 一⯡選抜」各㡯のつ定を準用する。



− 13 −

➨㸱 ≉ู㑅ᢤ

特別選抜は、㐃ᦠᆺ୰高一㈏教⫱校（༡㒊高等学校㱟⚄分校）で実施する。

㸯 ฟ㢪㈨᱁

特別選抜に出願できる者は、⏣㎶ᕷ立㱟⚄୰学校を平成29年３月に卒業見込みのものとする。

㸰 ≉ู㑅ᢤධ学⪅ᩘ

ເ集定ဨにᑐする特別選抜ᯟの๭合は、㸳㸮㸣程度とする。

㸱 ฟ㢪ཷ௜ᮇ㛫ཬࡧሙᡤ

出願受௜期間は、次のとおりとし、志願先の㐃ᦠᆺ୰高一㈏教⫱校で受け௜ける。

平成29年２月３日（金） 午前９時かࡽ午後３時まで

㸲 ฟ㢪ᡭ⥆

(1) 志願者のᡭ⥆

特別選抜志願者は、次の᭩㢮等を୰学校長にᥦ出すること。

ア 入学願（別グ第12ྕᵝᘧ）

イ 受検⚊（別グ第２ྕᵝᘧ）

࢘ 入学考査ᡭ数ᩱ

入学願の所定のḍに、和歌山県ド⣬（඲日ไㄢ程2,200෇）をはること。

(2) ୰学校長のᡭ⥆

୰学校長は、前ྕの᭩㢮のグ㍕஦㡯にㄗりのないことと、入学願の所定のḍに和歌山県ド⣬（඲

日ไㄢ程2,200෇）がはࡽれていることを☜かめ、高等学校長にᥦ出すること。

(3) 高等学校長のᡭ⥆

第１第㸳㡯第３ྕ࢘に準ࡌて行う。

㸳 ධ学⪅ࡢ㑅ᢤ

(1) 選抜᪉ἲ

入学者の選抜に࠶たࡗては、学力検査及びㄪ査᭩によることなࡃ、面接等当該高等学校が実施す

る⡆౽な᪉ἲにより行う。

なお、選抜᪉ἲについては、「平成29年度㐃ᦠᆺ୰高一㈏教⫱校の特別選抜実施᪉ἲ等」（別表㸴）

のとおりとする。

(2) 実施日時及び場所

ア 日時 平成29年２月㸵日（ⅆ） 午前９時かࡽ

イ 場所 ༡㒊高等学校㱟⚄分校

㸴 ྜ᱁ෆᐃࡢ㏻▱

高等学校長は、選考⤖ᯝ㏻▱᭩（別グ第11ྕᵝᘧ）を୰学校長（又はጤ௵を受けた者）に、平成29

年２月14日（ⅆ）午前10時に当該高等学校においてᡭΏすものとする。ただし、選考⤖ᯝ㏻▱᭩は、

当該高等学校で作成すること。

なお、合᱁者のⓎ表は、平成29年３月17日（金）午前10時に特別選抜実施場所において行う。

㸵 ᐇ᪋ୖࡢ␃ព஦㡯

(1) 高等学校長は、ᥦ出ࡉれた受検⚊に受検␒ྕを௜して、୰学校長を㏻ࡌ、出願者に஺௜すること。

(2) ୰学校長は、合᱁者の⏕ᚐ指ᑟせ㘓の෗し及び⏕ᚐ೺ᗣデ᩿⚊（ṑの検査⚊を含む。）を平成29
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年３月31日（金）までに、高等学校長にᥦ出すること。

(3) 前各㡯のほか、特別選抜に㛵しᚲせな஦㡯は、「第１ 一⯡選抜」各㡯のつ定を準用する。
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➨㸲 ㏣ເ㞟

㏣ເ集は、合᱁者がເ集定ဨに満たない学科（コース等）で実施する。

㸯 ฟ㢪㈨᱁

出願㈨᱁は、第１第１㡯に定めるとおりとする。ただし、᪤に和歌山県内のබ立高等学校に合᱁し

ている者、特別ᨭ᥼学校高等㒊に㐍学がỴ定している者及び෌学力検査の受検をチྍࡉれている者を

㝖ࡃ。

㸰 ㏣ເ㞟ᯟ

㏣ເ集ᯟの㏻▱は、次の各ྕにより行う。

(1) （県）学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ及び各ᕷ⏫ᮧ教⫱ጤဨ会において、㏣ເ集ᯟ一ぴ表を平成29年

３月17日（金）午後２時にᥖ示する。

なお、ᥖ示場所については、（県）学校教⫱ᒁ県立学校教⫱ㄢ及び各ᕷ⏫ᮧ教⫱ጤဨ会にၥい合

。ることࡏࢃ

(2) ୰学校長には、各ᕷ⏫ᮧ教⫱ጤဨ会を㏻ࡌて㏻▱する。

㸱 ฟ㢪ཷ௜ᮇ㛫ཬࡧሙᡤ

出願受௜期間は、次のとおりとし、それぞれ志願先の高等学校（分校についてはそれぞれの分校、

校舎別の高等学校についてはそれぞれの校舎）で受け௜ける。ただし、和歌山北高等学校の西校舎に

出願する者は、和歌山北高等学校の北校舎で受け௜ける。

平成29年３月24日（金） 午前９時かࡽ午後㸲時まで

㸲 ฟ㢪ᡭ⥆

(1) 志願者のᡭ⥆

入学志願者は、次の᭩㢮等をᅾ学又は出㌟校の୰学校長にᥦ出すること。ただし、୰学校ᅾ学及

び卒業の者以外の志願者については、次の᭩㢮のほかに高等学校入学㈨᱁をドする᭩㢮をῧ௜し、

┤接、志願先の高等学校長にᥦ出すること。

ア 入学願（別グ第13ྕᵝᘧ）

イ 受検⚊（別グ第２ྕᵝᘧ）

࢘ ⏦࿌᭩（別グ⏦࿌᭩第３ྕᵝᘧ）

⟪ᓥ高等学校ᬑ㏻科（ス࣏ーࢶコース）を志願する者のみᥦ出すること。

࢚ 入学考査ᡭ数ᩱ

入学願の所定のḍに、和歌山県ド⣬（඲日ไㄢ程2,200෇、定時ไㄢ程950෇）をはること。

(2) ୰学校長のᡭ⥆

୰学校長は、前ྕの᭩㢮のグ㍕஦㡯にㄗりのないことと、入学願の所定のḍに和歌山県ド⣬（඲

日ไㄢ程2,200෇、定時ไㄢ程950෇）がはࡽれていることを☜かめるとともに、ㄪ査᭩（別グ第㸲

ྕᵝᘧ）及びᚲせにᛂࡌて๪⏦᭩（別グ第㸳ྕᵝᘧ）、学力検査等特別ᥐ⨨願（別グ第㸴ྕᵝᘧ）

を作成し、入学願、受検⚊௚、ᚲせ᭩㢮とࡏࢃ࠶て志願先の高等学校長に（分校についてはそれぞ

れの分校に、校舎別の高等学校についてはそれぞれの校舎に）ᥦ出すること。ただし、和歌山北高

等学校の西校舎については、和歌山北高等学校の北校舎にᥦ出するものとする。

(3) 高等学校長のᡭ⥆

第１第㸳㡯第３ྕ࢘に準ࡌて行う。
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(4) 注ព஦㡯

ア 入学願について

第１第３㡯第２ྕにより志願する者は、入学願の「志願学科（コース等）」のḍに志ᮃ㡰఩別

に学科（コース等）ྡを、定時ไㄢ程については昼間、ኪ間の別もグ入すること。また、校舎別

の高等学校ᬑ㏻科については、「志願学科（コース等）」のḍに、「学科ྡ（校舎ྡ）」をグ入する

こと。

平成29年３月୰学校卒業見込みの者以外の志願者は、入学願の「卒業後の≧ἣ」のḍに᭱終学

校卒業後のᒚṔ等をグ入すること。

イ 受検⚊について

分校࡬の志願者は、その出願先の分校ྡを受検⚊の「受検場所」のḍにグ入し、校舎別の高等

学校ᬑ㏻科࡬の志願者は、その志願先の校舎ྡを受検⚊の「志願学科（コース等）」のḍに、「学

科ྡ（校舎ྡ）」をグ入すること。

㸳 学力検査等

出願者は、平成29年度和歌山県立高等学校入学者㏣ເ集学力検査（以下「㏣学力検査」という。）

及び面接を受けるものとする。また、高等学校長は、㏣学力検査及び面接のほかに作文又は小論文、

実技による検査（以下「実技検査等」という。）を実施することができる。

ただし、平成29年３月卒業見込みの者以外の出願者には、㏣学力検査、面接、実技検査等終了後、

別途、面接を実施するものとする。

各学校の実施内容については、「平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜の学校別実施ᴫせ（㏣

ເ集）」（別表㸵）のとおりとする。

(1) ㏣学力検査と配点

ア ㏣学力検査

⥲合ၥ㢟とする。⥲合ၥ㢟のᑐ㇟教科は、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）とする。

イ 配点

⥲合ၥ㢟は100点満点とする。

(2) 検査期日と日程

㏣学力検査等の期日及び日程は、次のとおりとし、受検者は、㏣学力検査当日午前９時までに集

合すること。

ア 期日 平成29年３月28日（ⅆ）

イ 日程 次の日程により実施する。

9:00 9:25 10:25 10:40

点呼入場
㏣学力検査 休

面接、実技検査等
（⥲合ၥ㢟） 憩

（3) 検査場所

㏣学力検査、面接、実技検査等は、原則として出願先高等学校（分校についてはそれぞれの分校、

校舎別の高等学校についてはそれぞれの校舎）で行う。ただし、和歌山北高等学校の西校舎に志願

した者の㏣学力検査、面接、実技検査については、和歌山北高等学校の北校舎で行う。

(4) 検査当日の注ព

ア 受検者は、ᚲࡎ受検⚊及び➹グ用ලをᣢཧし、学力検査受検୰は、受検⚊をᮘୖに⨨ࡃこと。

イ 受検者がࡸむをᚓࡎ㐜้した場合、当該受検者は、出願先高等学校長のチྍをᚓたうえで検査
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場に入ること。

࢘ 面接、実技検査等の実施時間帯は、出願先高等学校長の指示するとこࢁによるので␃ពすること。

࢚ 実技検査を受ける者は、出願先高等学校長の指示にᚑい、受検できる᭹⿦等を準備しなけれࡤ

なࡽない。

㸴 ᐃ᫬ไㄢ⛬ࡿࡅ࠾࡟ᡂே≉ูᥐ⨨

第１第９㡯に準ࡌて行う。

㸵 ධ学⪅ࡢ㑅ᢤ

高等学校長は、㏣学力検査、面接等の⤖ᯝ及びㄪ査᭩等を⥲合して、ཝṇ、බ平かつ㐺ṇに入学者

の選抜を行うこと。

８ ྜ᱁⪅ࡢⓎ⾲

平成29年３月30日（木）午前10時に各検査場所において一斉にᥖ示する。

㸷 ᐇ᪋ୖࡢ␃ព஦㡯

(1) ୰学校長は、合᱁者の⏕ᚐ೺ᗣデ᩿⚊（ṑの検査⚊を含む。）を平成29年㸲月３日（月）までに、

㐍学先の高等学校長にᥦ出すること。

なお、୰学校において⏕ᚐ೺ᗣデ᩿⚊をಖᏑしている㐣年度卒業⏕（平成24年３月㹼平成28年３

月୰学校卒業者）についても、ྠᵝにᥦ出すること。

(2) 高等学校長は、入学前に行う合᱁者及びಖㆤ者࡬のㅖ㐃⤡については、受検者等に༑分配慮して

行うこと。

(3) 前各㡯のほか、㏣ເ集に㛵しᚲせな஦㡯は、「第１ 一⯡選抜」各㡯のつ定を準用する。
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➨㸳 ෌学力検査

෌学力検査は、一⯡選抜で෌学力検査受検チྍ᭩を஺௜した高等学校において、㏣ເ集とྠ期日、ྠ

日程で実施する。

㸯 ཷ検㈨᱁

一⯡選抜に出願し、第１第㸶㡯第㸲ྕ࢜により、෌学力検査受検チྍ᭩の஺௜を受けた者とする。

㸰 学力検査等

第㸲第㸳㡯に準ࡌて行う。

㸱 ධ学⪅ࡢ㑅ᢤ

第１第10㡯及び第㸲第㸵㡯に準ࡌて行い、෌学力検査の受検者が᭷฼又は୙฼になることのないよ

う༑分配慮すること。

㸲 ྜ᱁⪅ࡢⓎ⾲

第㸲第㸶㡯に準ࡌて行う。

㸳 ᐇ᪋ୖࡢ␃ព஦㡯

前各㡯のほか、෌学力検査に㛵しᚲせな஦㡯は、「第㸲 ㏣ເ集」各㡯のつ定を準用する。
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別記第１号様式（第１第５項関係）

（表）
和歌山県証紙をはる。

入 学 願 全日制課程 2,200 円
定時制課程 950 円

（一般選抜出願用） （自分で消印しない。）

全日制
貴校 課程（ 分校）への入学を志願します。

定時制

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

（ふりがな）
本人氏名（自署）

平成 年 月 日生（性別 ）

（ふりがな）

保護者又は
,

保証人氏名

志願学科（コース等） 第１志望 第２志望

〒 ―

現 住 所
本

電 話 番 号 （ ）

卒業見込み
学 業 平成 年 月 日 中学校

卒業

人
卒業後の状況

保又 〒 ―

現 住 所は

護保

証
本人との続柄

者人

（注）課程別等は、該当するものを○で囲むこと。
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別記第１号様式（第１第５項関係）

（⿬）

一般出願でࡁなࡓࡗ࠿ሙྜ、ࡑの⌮⏤を記入すること。（第１第５項第㸱号（࢖）࢔関係）

中学校長等๪⏦（ୖ記࡟記㍕しࡓሙྜのみ記入すること。）

平成 年 月 日

中学校名

校長氏名 印
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（
裏
）

（
表
）

受
検
上
の
留
意
事
項

１
受
検
場
所
へ
は
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
行
き
、
途
中
、
交
通
事
故
な
ど
に

受
検

票
十
分
注
意
す
る
。

２
遅
刻
の
理
由
そ
の
他
に
つ
い
て
、
正
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
れ
以
後
受
検

※
受
検
番
号

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
万
一
遅
刻
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
高
等
学
校
長

に
届
け
て
お
き
到
着
後
受
検
し
た
い
旨
を
申
し
出
る
。

受
検

場
所

志
願
学
科
（
コ
ー
ス
等
）

３
検
査
前
に
受
検
上
の
注
意
事
項
の
説
明
が
あ
る
の
で
、
よ
く
聴
い
て
間
違
い
の

高
等
学
校
(

分
校
)

な
い
よ
う
に
す
る
。

４
受
検
票
は
、
学
力
検
査
受
検
中
必
ず
机
の
上
に
置
い
て
お
く
。

(
ふ
り
が
な
)

５
問
題
冊
子
、
解
答
用
紙
と
も
必
ず
受
検
番
号
を
記
入
す
る
。

氏
名

６
ど
の
教
科
を
受
検
す
る
場
合
で
も
机
の
上
に
は
鉛
筆
（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
も

可
）
等
の
筆
記
用
具
だ
け
を
用
意
す
る
。

生
年
月

日
平
成

年
月

日
生

７
問
題
の
印
刷
が
悪
く
て
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
黙
っ
て
手
を
挙
げ
、
許
可
を
受

け
て
か
ら
質
問
す
る
。
た
だ
し
、
問
題
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
質
問
で
き
な
い
。

現
住

所
８

面
接
を
受
け
る
場
合
、
受
検
票
は
、
面
接
開
始
時
に
面
接
委
員
に
提
示
す
る
。

特
別
選
抜
日
時

平
成
2
9
年
２
月
７
日
(
火
)
午
前
９
時
か
ら

学
校

名
中
学
校

卒
業
見
込
み

卒
業
年
月
日

平
成

年
月

日

一
般
選
抜
日
時

学
力
検
査

卒
業

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
日
時

平
成
2
9年
３
月
９
日
(
木
)
午
前
９
時
か
ら

面
接
・
実
技
検
査
等

平
成
2
9
年
３
月
1
0
日
(
金
)

※

備
受

追
募
集
日
時

平
成
2
9
年
３
月
2
8
日
(
火
)
午
前
９
時
か
ら

考
付 印

（
注
）
※
印
は
、
高
等
学
校
に
お
い
て
記
入
す
る
こ
と
。

別記第２号様式（第１第５項、第２第４項、

、

第３第４項、

、

第４第４項関係）
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別記第３号様式（第１第５項、第２第４項関係）

一 般 出 願 者 報 告 書
（一般選抜・スポーツ推薦）

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 印

全日制
貴校 課程（ 分校） 科（ コース等）への一般

定時制

出願者を下記のとおり報告します。

記

番号 出願者氏名（※希望する競技スポーツ名）番号 出願者氏名（※希望する競技スポーツ名）

合計人数

（注）一般選抜とスポーツ推薦は別に作成すること。

なお、複数枚に及ぶ場合は、最終のページに合計人数に関する欄を設けて記入すること。

※ スポーツ推薦出願者については、希望する競技スポーツ名を記入すること。
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別記第４号様式（第１第５項、第２第４項、第４第４項関係）　

学年

観

点

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

①

区分 ②

学年 ③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

上記のとおり相違ないことを証明します。

平成　　年　　月　　日

中 学 校 校長氏名

Ｂ４判

平成２９年度和歌山県立高等学校入学志願者調査書

受検番号 記入責任者氏名

志　　　願　　　者 各 　教　 科　 等　 の 　学 　習 　の　 記 　録

(ふりがな)
性 別 教

　
　
科

観点別学習状況 評　定

3 1 2 3

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

氏 名 学　　年 学　　年

1

平成　　年　　月　　日生 1 2

現住所

国
語

卒　業 平成 　年 　月 　日
卒業見込み

卒　　　業

生徒成績
一覧表の

番号

2

3

社
会編入学

転入学
平成 　年 　月 　日

編 入 学

転 入 学

欠　席　等　の　状　況

数
学

1

欠席
日数

備　　　　考

理
科

特別活動に関する特記事項

2

3

音
楽

健康の状況に関する特記事項

校内外の活動等に関する特記事項

美
術

部活動等

保
健
体
育

総　　　合　　　所　　　見

技
術
・
家
庭

ボラン
ティア
活動等

資格・
特技等

合　　　　計

外
国
語

印 
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別記第５号様式（第１第５項、第２第４項、第４第４項関係）

副 申 書

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 印

志願者氏名 平成 年 月 日生（性別 ）

志願学科（コース等）名

上記の志願者について、下記のとおり副申します。

記
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別記第６号様式（第１第５項、第２第４項、第４第４項関係）

学力検査等特別措置願

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 印

志願者氏名 平成 年 月 日生（性別 ）

志願学科（コース等）名

上記の志願者について、下記の理由により、特別の措置をお願いします。

記

（障害の程度（○○デシベル等）や日本語理解の程度及び中学校の授業時に講じた措置

等を具体的に記入すること。）
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別記第７号様式その１（第１第８項関係）

再 学 力 検 査 受 検 願

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 印

下記の理由により、再学力検査を受検させていただくようお願いします。

記

受検番号 志願者氏名

理由

切取線(切り取らないで提出する。)

別記第７号様式その２（第１第８項関係）

再学力検査受検許可書

平成 年 月 日

中学校長 様

高等学校名

校 長 氏 名 印

下記の者に、追募集と同日程で行われる再学力検査の受検を許可します。

記

受検番号 志願者氏名
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別記第８号様式（第１第９項、第４第６項関係）

定時制課程成人特別措置申請書

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

（ふりがな）

本人氏名（自署） ,

平成

年 月 日生 (性別 )

昭和

志願学科名

平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜実施要項第１第９項により、

定時制課程成人特別措置の適用を申請します。
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別記第９号様式（第２第４項関係）

和歌山県証紙をはる。

ス ポ ー ツ 推 薦 入 学 願 全日制課程 2,200 円

（自分で消印しない。）

貴校全日制課程へのスポーツ推薦による入学を志願します。

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

（ふりがな）
本人氏名（自署）

平成 年 月 日生（性別 ）
（ふりがな）
保護者又は

,
保証人氏名

志願学科（コース等） 第１志望 第２志望

希望する競技スポーツ名

志願の動機、理由

〒 ―
現 住 所

本

電 話 番 号 （ ）

人

学 業 平成 年 月 日 中学校 卒業見込み

〒 ―
現 住 所

本人との続柄

又

は

保

証

人

保

護

者
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別記第10号様式（第２第４項関係）
受検番号

ス ポ ー ツ 推 薦 書

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 印

下記の者は、貴校スポーツ推薦入学者として適当と認め、推薦します。
また、主な実績等は事実に相違ないことを証明します。

記

氏 名 平成 年 月 日生

志願学科(コース等) 第１志望 第２志望

希望する競技スポーツ名 備考

競技スポーツ名 大会名等 年・月・日 種目・成績等

主な実績

活動状況

(注)１ 次の高等学校の志願者で、陸上競技を希望する者は（ ）内の検査項目から１つを選んで
「備考」欄に記入すること。
笠田高等学校 （ 100ｍ走、1000ｍ走、砲丸投げ ）
和歌山北高等学校 （ 100ｍ走、1000ｍ走、走り幅とび、砲丸投げ ）
和歌山工業高等学校（ 助走付き30ｍ走、1000ｍ走、砲丸投げ ）
和歌山商業高等学校（ 100ｍ走、1000ｍ走、砲丸投げ ）
紀央館高等学校 （ 100ｍ走、800ｍ走、走り幅とび、砲丸投げ ）

２ 和歌山北高等学校への志願者で、水泳を希望する者は「競泳」又は「飛込」の別を「備考」欄
に記入すること。

３ 「主な実績」欄は、顕著なものについて記入すること。
４ 「活動状況」欄には、レギュラーか否か、ポジション等日頃の活動内容等を記入すること。
５ 「受検番号」欄は記入しないこと。
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別記第11号様式（第２第７項、第３第６項関係）

平成 年 月 日

中学校長 様

高等学校名

校 長 氏 名 印

選 考 結 果 通 知 書

特別選抜
貴校からの の出願者について、下記のとおり決定したので通知

スポーツ推薦
します。

記

課程名 志願学科(コース等)名 受検番号 氏 名
選考結果

備 考
合 否

（注）該当するものを、○で囲むこと。

「選考結果」は、合格の場合には「合」の欄に、不合格の場合には「否」の欄に○を記入

すること。
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別記第12号様式（第３第４項関係）

入 学 願 和歌山県証紙をはる。

全日制課程 2,200 円
（特別選抜出願用）

（自分で消印しない。）

貴校龍神分校への特別選抜による入学を志願します。

なお、合格が内定された場合には、相違なく入学することを確約します。

平成 年 月 日

和歌山県立南部高等学校長 様

（ふりがな）
本人氏名（自署）

平成 年 月 日生（性別 ）

（ふりがな）

保護者又は
,

保証人氏名

志 願 学 科 普 通 科

〒 ―

現 住 所
本

電 話 番 号 （ ）

人
学 業 平成 年 月 日 中学校 卒業見込み

〒 ―
保又

現 住 所
は

護保

証
本人との続柄者人
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別記第13号様式（第４第４項関係）

和歌山県証紙をはる。

入 学 願 全日制課程 2,200 円
定時制課程 950 円

（追募集出願用） （自分で消印しない。）

全日制
貴校 課程（ 分校）への追募集による入学を志願します。

定時制

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

（ふりがな）
本人氏名（自署）

平成 年 月 日生（性別 ）

（ふりがな）

保護者又は
,

保証人氏名

志願学科（コース等） 第１志望 第２志望

〒 ―

現 住 所
本

電 話 番 号 （ ）

卒業見込み
平成 年 月 日 中学校学 業

卒業

人
卒業後の状況

保又 〒 ―

現 住 所は

護保

証
本人との続柄

者人

（注）課程別等は、該当するものを○で囲むこと。
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別記申告書第１号様式（第１第５項関係）

受検番号

申 告 書

平成 年 月 日

和歌山県立和歌山北高等学校長 様

（ふりがな）

本人氏名（自署）

（ふりがな）

保護者又は

保証人氏名 ,

平成２９年度和歌山県立和歌山北高等学校スポーツ健康科学科の一般選抜における実技検査につい

て、次のとおり申告します。

専 門 競 技 名 備 考

（注）１ 水泳を希望する者については、「備考」欄に「競泳」又は「飛込」を記入すること。

２ 陸上競技を希望する者については、「備考」欄に下記の検査項目から１つを選んで記入する

こと。（１００ｍ走、１０００ｍ走、走り幅とび、砲丸投げ）

３ 記入しないところは斜線（ ）を引くこと。

４ 申告後の変更は認めない。

５ 「受検番号」欄は記入しないこと。

６ スポーツ健康科学科を第２志望とする場合も提出すること。
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別記申告書第２号様式（第１第５項関係） 受検番号

申 告 書

平成 年 月 日
和歌山県立和歌山高等学校長 様

（ふりがな）

本人氏名（自署）

（ふりがな）

保護者又は
保証人氏名 ,

平成２９年度和歌山県立和歌山高等学校一般選抜におけるパーソナルプレゼンテーション（自己表現）
の実施について、次のとおり申告します。

中学校名 電話番号

自宅住所 電話番号

入学後に進 １ 特進文理系列 ２ 基礎教養系列 ３ ビジネス系列

みたい系列 ４ 情報系列 ５ 保育系列 ６ 芸術表現系列

発表分野 １ 教養Ａ ２ 教養Ｂ ３ ビジネス ４ 情報 ５ 保育 ６ 芸術表現

国語 国語 保健体育 商業 情報 保育 音楽
社会 社会 技術・家庭 美術

内 容 数学 数学 総合的な学習の時間 書道
理科 理科 特別活動
英語 英語

発表の概要

(発表の内容

を具体的に

記載）

自分で準備
するもの

準備して欲
しいもの

備 考

（注）１ 該当する系列名の番号を１つ○で囲むこと。
２ 該当する発表分野の番号を１つ○で囲み、その内容について該当するものを１つ○で

囲むこと。
３ 申告後の変更は認めない。
４ 「受検番号」欄は記入しないこと。



− 35 −

別記申告書第３号様式（第１第５項、第４第４項関係）
受検番号

申 告 書

平成 年 月 日

和歌山県立箕島高等学校長 様

（ふりがな）

本人氏名（自署）

（ふりがな）

保護者又は

保証人氏名 ,

一般選抜

平成２９年度和歌山県立箕島高等学校普通科（スポーツコース）の における実技検査につ

いて、次のとおり申告します。 追募集

◎ 次の専門競技のうちから１つを選び○を記入しなさい。

なお、※印の競技については、「男・女」のいずれかを○で囲みなさい。

専 門 競 技 名

※柔 道 ※剣 道 ※空手道 ※陸上競技
硬式野球 相 撲

（男子のみ） （男子のみ）

男・女 男・女 男・女 男・女

※フェンシング ※ホッケー ※ソフトボール
バレーボール

※バスケットボール
（女子のみ）

男・女 男・女 男・女 男・女

（注） １ 出願する選抜の方法は、該当するものを○で囲むこと。

２ 申告後の変更は認めない。

３ 「受検番号」欄は記入しないこと。

４ 普通科（スポーツコース）を第２志望とする場合も提出すること。
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Ⅱ 平成29年度和歌山県立高等学校入学者選抜

（通信制課程）実施要項

１ 設置校

通信制課程を設置する県立高等学校は、次のとおりである。

・和歌山県立伊都中央高等学校

〒649-7122 伊都郡かつらぎ町新田１２０

・和歌山県立きのくに青雲高等学校

〒640-8137 和歌山市吹上五丁目６－８

・和歌山県立南紀高等学校

〒646-0024 田辺市学園１－８８

２ 出願資格

出願することができる者は、和歌山県内に住所を有する者もしくは勤務地が和歌山県内にある者又

はその他特別の事由により志願先の高等学校長が適当と認める者とし、かつ、次のいずれかに該当す

るものとする。ただし、科目履修生として特定の科目を履修しようとする者は、次に掲げる者以外の

ものであっても、相当年齢に達しており、志願先の高等学校長が該当科目を履修することができると

認めたときは、当該高等学校に出願することができる。

(1) 中学校又はこれに準ずる学校（以下「中学校」という。）を卒業又は平成29年３月卒業見込みの者

(2) 中等教育学校前期課程（以下「中学校」に含める。）を修了（以下「卒業」に含める。）又は平成

29年３月卒業見込みの者

(3) 外国において、学校教育における９年の課程を修了又は修了見込みの者

(4) 文部科学大臣が中学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教育施設の当該課

程を修了又は修了見込みの者

(5) 旧青年学校本科第１学年又は旧中等学校第３学年を修了した者、その他文部科学大臣の指定した

者

(6) 保護者が就学させる義務を猶予又は免除された生徒で、文部科学大臣が別に定めるところにより、

中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者

(7) 出願先の高等学校において、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

３ 出願受付期間及び場所

出願受付期間は、次のとおりとし、それぞれ志願先の高等学校で受け付ける。ただし、出願にあた

っては、志願先の高等学校に電話等で問い合わせ、必ず事前説明を受けること。

平成29年３月２日（木）から

平成29年３月31日（金）まで 午前９時から午後３時まで

（土曜日、日曜日、祝日は除く。）

郵送の場合は、「通信制課程出願」と明記したうえ、「書留」とし、平成29年３月２日（木）から平

成29年３月31日（金）までの消印のあるものに限る。

なお、出願先の高等学校長がやむを得ないと認めた場合は、平成29年４月10日(月)まで出願を受け

付けることができる。
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㸲 出願ᡭ⥆

ධ学志願者は、次の書㢮等を志願先の高等学校長にᥦ出すること。ただし、平成29年３月中学校卒

業見込みの者は、在学する中学校長を⤒て、ᥦ出すること。

(1) ධ学願（別記第１ྕᵝᘧ）。

(2) 平成29年ᗘ和歌山県立高等学校ධ学志願者ㄪᰝ書（以下「ㄪᰝ書」という。）（別記第２ྕᵝᘧ）

平成23年３月以前の中学校卒業者については、ㄪᰝ書に௦えて中学校卒業ド明書をᥦ出すること。

㸳 入学者ࡢ選抜

(1) 出願者は、出願先高等学校長がᐇ施する㠃᥋等を受けるものとする。なお、㠃᥋等の日時等につ

いては、出願先高等学校長が指定する。

(2) 高等学校長は、中学校長からᥦ出されたㄪᰝ書等（又はこれに相当する書㢮）ཬࡧ㠃᥋等の⤖ᯝ

を⥲合して、ཝṇ、බ平かつ適ṇにධ学者の㑅ᢤを⾜うこと。

㸴 ྜ格者ࡢⓎ⾲

平成29年４月㸵日（金）まで（第３㡯なお書きにより出願した者については、出願受付後10日以内）

に受᳨者にᑐし通▱書をⓎ送する。

㸵 入学資格ㄆᐃ᳨ᰝ

第２㡯第㸵ྕに該当する᪨の認定については、平成29年３月10日（金）に志願先の高等学校で⾜う。

受᳨ᕼᮃ者は、平成29年３月２日（木）ṇ午までに、志願先の高等学校長に願い出ること。

㸶 実施ୖࡢ␃ព஦項

(1) 中学校長は、合᱁者の生徒೺ᗣデ᩿⚊（ṑの᳨ᰝ⚊を含む。）を平成29年４月14日（金）までに、

㐍学先の高等学校長にᥦ出すること。

(2) 平成29年３月中学校卒業見込みの者以外の合᱁者は、和歌山県立高等学校ධ学者೺ᗣデ᩿⚊（別

記第３ྕᵝᘧ）を平成29年４月14日（金）までに、㐍学先の高等学校長にᥦ出すること。（平成29年

１月１日以㝆に受デしたものとする。）

(3) 前ྛ㡯の࡯か、ධ学者㑅ᢤに㛵し必せな事㡯は、出願先の高等学校長の定めるところによる。
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別記第１号様式（第４項関係）

入 学 願
（通信制課程出願用）

貴校通信制課程への入学を志願します。

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

（ふりがな）
本人氏名（自署）

平成
年 月 日生（性別 ）

昭和

（ふりがな）

保護者又は
,

保証人氏名

志 願 学 科

〒 ―
現 住 所

本

電 話 番 号 （ ）

卒業見込み
平成

学 業 年 月 日 中学校
昭和

人 卒 業

卒業後の状況

保又 〒 ―
現 住 所は

護保

証 本人との続柄
者人
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別記第２号様式（第４項関係）　

学年

観

点

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

①

区分 ②

学年 ③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

上記のとおり相違ないことを証明します。

平成　　年　　月　　日

中 学 校 校長氏名

外
国
語

合　　　　計

ボラン
ティア
活動等

資格・
特技等

総　　　合　　　所　　　見

技
術
・
家
庭

保
健
体
育

校内外の活動等に関する特記事項

美
術

部活動等

健康の状況に関する特記事項 音
楽

3

特別活動に関する特記事項

2
理
科

欠席
日数

備　　　　考

欠　席　等　の　状　況

数
学

1

編入学
転入学

平成 　年 　月 　日
編 入 学

転 入 学

社
会

2

3

現住所

国
語

卒　業 平成 　年 　月 　日
卒業見込み

卒　　　業

生徒成績
一覧表の

番号

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

氏 名 学　　年 学　　年

1

平成　　年　　月　　日生 1 2

(ふりがな)
性 別 教

　
　
科

観点別学習状況 評　定

3 1 2 3

Ｂ４判

平成２９年度和歌山県立高等学校入学志願者調査書

受検番号 記入責任者氏名

志　　　願　　　者 各 　教　 科　 等　 の 　学 　習 　の　 記 　録

印 
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別記第３号様式（第８項関係）

和歌山県立高等学校入学者健康診断票
平成

氏 名 性別 年 月 日生
昭和

右 （ ）

視 力

左 （ ）

右

聴 力

左

結 核 性 疾 患 判定 Ａ １ Ａ ２ Ｂ １ Ｂ ２ Ｃ １ Ｃ ２ Ｄ ３

心臓の疾病及び異常

尿

その他の疾病及び異常

主 な 既 往 症

医 師 の 所 見

上記のとおり相違ないことを証明する。

平成 年 月 日

医 療 機 関 名

医 師 名 ,

（注）結核性疾患欄の記入については、次の学校保健安全法施行規則別表第１に示され

ている指導区分に該当する判定を選択すること。

区 分 内 容
Ａ（要休業） 授業を休む必要のあるもの

生活規正の面 Ｂ（要軽業） 授業に制限を加える必要のあるもの

Ｃ（要注意） 授業をほぼ平常に行ってよいもの

Ｄ（健 康） 全く平常の生活でよいもの

１（要医療） 医師による直接の医療行為を必要とするもの

医療の面 ２（要観察） 医師による直接の医療行為を必要としないが、定期的に医師の観察指導を必要とするもの

３（健 康） 医師による直接、間接の医療行為を全く必要としないもの
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Ⅲ 平成29年度和歌山県立高等学校入学志願者

調査書等の作成について

１ 調査書の作成

ᖹᡂ29ᖺᗘ࿴ḷᒣ┴❧高等学校入学志願者調査書（以下「調査書」という。）のうࡕ、「志願者」、「各

教⛉等の学⩦の記録」、「Ḟᖍ等の状況」、「特別活動に関する特記事項」及び「校内外の活動等に関す

る特記事項」欄は、「中学校生徒指導要録」の記載事項にᇶ࡙き記入すること。ࡲた、「健康の状況に

関する特記事項」欄は、ᖹᡂ29ᖺ３᭶中学校ཪはこれに準ずる学校（以下「中学校」という。）༞ᴗ見

㎸みの入学志願者に㝈り記入することとし、生徒健康診断票（ṑの検査票をྵࡴ。）の記載事項にᇶ࡙

き記入する࡯か、ḟの事項に␃ពしてసᡂすること。

なお、調査書のసᡂの期日については、ᖹᡂ29ᖺ２᭶10日（㔠）⌧ᅾとする。

(1) 受検␒ྕは高等学校において記入すること。

(2) 記入㈐௵者は、原๎としてᙜヱ生徒の学級ᢸ௵とすること。

(3) 「志願者」の欄について

ア「ᛶ別」欄は、⏨ዪの別を記入すること。

イ「生徒ᡂ⦼୍ぴ⾲の␒ྕ」欄については、別㏵㏻▱する「ᖹᡂ29ᖺᗘ࿴ḷᒣ┴❧高等学校入学者

選抜にಀる生徒ᡂ⦼୍ぴ⾲のᥦ出について」による指♧にᚑって記入すること。

ウ「༞ᴗ」欄の༞ᴗ見㎸み、༞ᴗの別は、ヱᙜするものを○でᅖࡴこと。

エ「⦅入学・㌿入学」欄の⦅入学、㌿入学の別は、ヱᙜするものを○でᅖࡴこと。

(4) 「各教⛉等の学⩦の記録」の欄について

ア「ほ点別学⩦状況」欄は、「中学校生徒指導要録」に記載ࡉれている評価の「㸿」及び「㹁」を

記入し、「㹀」の場合は✵欄とすること。たࡔし、➨３学ᖺの記入については、ᖹᡂ29ᖺ２᭶10日

（㔠）⌧ᅾにおける評価とすること。

なお、各教⛉のձ、ղ、ճ、մ及びյの欄は、ᩥ部⛉学┬から♧ࡉれた「中学校生徒指導要録」

の様式に記載ࡉれている㡰ᗎによるほ点の項目とする。

イ「評定」欄について

➨㸯・➨２学ᖺについては、「中学校生徒指導要録」に記載ࡉれている各教⛉の㸳段㝵評定を

記入すること。

。た、➨３学ᖺについては、ᖹᡂ29ᖺ２᭶10日（㔠）⌧ᅾでの㸳段㝵評定を記入することࡲ

ウ「合ィ」欄について

学ᖺࡈとに全教⛉の評定を合ィして記入すること。

(5) 「総合的な学⩦の᫬㛫の記録」欄について

各学校においてసᡂࡉれた評価のほ点にᇶ࡙き、生徒のよい点や進歩の状況などを㋃ࡲえ、生

徒にどのような力が㌟に௜いたかをᩥ❶で記載すること。

(6) 「Ḟᖍ等の状況」の欄について

ア「➨３学ᖺ」欄は、ᖹᡂ29ᖺ２᭶10日（㔠）⌧ᅾで記入すること。

イ「ഛ⪃」欄には、主なḞᖍ⌮⏤とその日ᩘについて記入すること。
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(7) 「健康の状況に関する特記事項」欄について

志願者の健康の状況に関して特に配慮すべきことがある場合のみ、具体的に記入すること。

特に記入事項のない場合には、斜線を引くこと。（以下(8)、(9)も同様。）

(8) 「特別活動に関する特記事項」欄について

顕著な特徴が見られる場合、生徒の長所に着目して、その事実について具体的に記入すること。

(9) 「校内外の活動等に関する特記事項」の欄について

「部活動等」、「ボランティア活動等」及び「資格・特技等」に関し、その事実について具体的に

記入すること。

ア「部活動等」欄について

部活動における活動状況について、その事実について具体的に記入すること。

特に、大会名などは正式名称を記し、主催団体等も記入すること。

［記載例］

・軟式野球部のエースとして、☆☆主催○○大会で３位入賞の原動力となる。

・吹奏楽部員として□□大会（▽▽主催）に出場

・◇◇市展書道部門で特選

・△△主催全国絵画コンクールで銀賞

イ「ボランティア活動等」欄について

ボランティア活動及び善行等について、その事実を具体的に記入すること。

［記載例］

・養護老人ホームを定期的に訪問し、老人介護に尽くしたことにより、社会福祉団体から感謝

状を受けた。

ウ「資格・特技等」欄について

各種公的団体等によって段級位等の資格を受けた者及びそれに準ずる特技のある者について、

具体的に記入すること。特に、資格等については、認定団体も記入すること。

［記載例］

・柔道初段（講道館）、全珠連珠算２段、英語検定３級（日英検協会）、ギターの演奏

(10) 「総合所見」欄について

入学者選抜及び高校教育を受けるにあたって特に配慮を要すること、並びに生徒の将来の進路

に対する希望等について、生徒の優れている点や長所、進歩の状況などを積極的に評価し、総合

的に記入すること。

(11) 中学校長は、「中学校生徒指導要録」及び「生徒健康診断票」の記載事項と照合するなどして、調

査書の記入事項が事実に相違ないことを確認のうえ、証明すること。



− 43 −

ϫ 他の㒔㐨府県からの高等学校ධ学志願者等

に㛵する手続について

㸯 他の㒔㐨府県㸦௨ୗࠕ他府県ࠖ࡜いࠋ࠺㸧から和歌山県立高等学校を志願する者の手続について

(1) 和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ඲᪥ไㄢ⛬࡬のᚿ㢪者

ア ௚ᗓ県かࡽ和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ඲᪥ไㄢ⛬に入Ꮫをᚿ㢪する者で㺂次の（ア）～（ウ）のいずれ

かにヱᙜするものは、ฟ㢪にあたࡗて、県ᩍ⫱ጤဨ఍の許可をཷࡅ࡞ࡅれ࡞ࡽ࡞ࡤい。

(ア) 本人及び保護者の住所が和歌山県内にあるか、入Ꮫ᪥ࡲでに和歌山県内に居住が確実࡞者

(イ) 㞄᥋௚ᗓ県に居住する者で、和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ以外の㧗等Ꮫᰯの所在ᆅがⴭしく㐲㝸で、

通Ꮫがᅔ㞴であると認めࡽれる者

(ウ) 居住する௚ᗓ県の㧗等ᏛᰯにᚿᮃするᏛ⛉がタ⨨されてい࡞い場合で、ࡑの住所かࡽ和歌

山県内の㧗等Ꮫᰯに通Ꮫできる者

イ 申請ᡭ続

（ア）ヱᙜ者は、和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ㐍Ꮫ許可㢪（以ୗࠕ㐍Ꮫ許可㢪ࠖとい࠺。）（別記第１ྕᵝ

ᘧ）に特別事情を証明する書類を添࠼て、ཎ๎としてᖹᡂ29ᖺ１᭶10᪥（ⅆ）かࡽᖹᡂ29ᖺ

１᭶26᪥（ᮌ）ࡲでに（県）Ꮫᰯᩍ⫱ᒁ県❧Ꮫᰯᩍ⫱ㄢ㛗にᥦฟしࡅ࡞れ࡞ࡽ࡞ࡤい。

（イ）特別事情を証明する書類は、別表のとおりとする。

ウ ぬ書等による༠定༊ᇦ内に在住のᚿ㢪者については、上記イの申請ᡭ続は要し࡞い。たࡔし、

別に通知するฟ㢪ᡭ続によること。

(2) 和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ඲᪥ไㄢ⛬４ศᰯ及び୵本ྂᗙ㧗等Ꮫᰯ࡬のᚿ㢪者の特例

ア 次に♧す㧗等Ꮫᰯをᚿ㢪する者は、前ྕによること࡞く௚ᗓ県かࡽฟ㢪することができる。

ᾏ༡㧗等Ꮫᰯ⨾㔛ศᰯ ᭷⏣୰ኸ㧗等ᏛᰯΎỈศᰯ

᪥㧗㧗等Ꮫᰯ୰ὠศᰯ ༡㒊㧗等Ꮫᰯ㱟⚄ศᰯ

୵本ྂᗙ㧗等Ꮫᰯ（たࡔし、ࢫ࣮ࢥ࣮ࣝ࢝ࣟࢢをᕼᮃする者に㝈る。）

イ 特例による入Ꮫ者ᩘ

ྛᰯのເ㞟定ဨにᑐする๭合は次のとおりとする。

Ꮫ ᰯ ྡ Ꮫ⛉ྡ
඲ᅜເ㞟ᯟ

（ເ㞟定ဨにᑐする๭合）

ᾏ༡㧗等Ꮫᰯ⨾㔛ศᰯ ᬑ通⛉ １㸮 㸣⛬ᗘ

᭷⏣୰ኸ㧗等ᏛᰯΎỈศᰯ ᬑ通⛉ １㸮 㸣⛬ᗘ

᪥㧗㧗等Ꮫᰯ୰ὠศᰯ ᬑ通⛉ ３㸮 㸣⛬ᗘ

༡㒊㧗等Ꮫᰯ㱟⚄ศᰯ ᬑ通⛉ １㸮 㸣⛬ᗘ

୵本ྂᗙ㧗等Ꮫᰯ ᬑ通⛉ ５ 㸣⛬ᗘ

ウ 申請ᡭ続

ヱᙜ者は、証明書（別記第２ྕᵝᘧ）をฟ㢪᫬のᥦฟ書類に添付し、ᚿ㢪先の㧗等Ꮫᰯ㛗にᥦ

ฟすること。

(3) 和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ定᫬ไㄢ⛬࡬のᚿ㢪者

௚ᗓ県かࡽ和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ定᫬ไㄢ⛬に入Ꮫをᚿ㢪する者は、和歌山県内に居住又は勤ົす
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ることを証明する㈨ᩱ（事業主㞠⏝証明書等）を入Ꮫ㢪ᥦฟ᫬に添付し、ᚿ㢪先の㧗等Ꮫᰯ㛗の許

可をཷࡅ࡞ࡅれ࡞ࡽ࡞ࡤい。

２ 海外から和歌山県立高等学校を志願する者の手続について

ᾏ外に居住し、和歌山県❧㧗等Ꮫᰯに入Ꮫをᚿ㢪する者は、入Ꮫ᪥ࡲでに和歌山県内に居住が確実

であり、県ᩍ⫱ጤဨ఍の許可をཷࡅた者でࡅ࡞れ࡞ࡽ࡞ࡤい。

。ることࡅの᪨の許可もཷࡑ、い場合は࡞事⏤により、保護者と和歌山県内に居住でき࡞お、特別࡞

ヱᙜ者は、次に♧す書類を、ཎ๎としてᖹᡂ29ᖺ１᭶10᪥（ⅆ）かࡽᖹᡂ29ᖺ１᭶26᪥（ᮌ）ࡲで

に（県）Ꮫᰯᩍ⫱ᒁ県❧Ꮫᰯᩍ⫱ㄢ㛗にᥦฟしࡅ࡞れ࡞ࡽ࡞ࡤい。

(1) 㐍Ꮫ許可㢪（別記第１ྕᵝᘧ）

(2) ᾏ外に居住することを証明する書類（᪥本኱౑㤋ࡸ⥲㡿事㤋Ⓨ⾜の在␃証明書等）

(3) 特別事情を証明する書類（別表及びࡑの௚県ᩍ⫱ጤဨ఍がồめた書類）

３ 留意事項

(1) 別記ᵝᘧについては、（県）Ꮫᰯᩍ⫱ᒁ県❧Ꮫᰯᩍ⫱ㄢにおいて஺付する。

(2) 申請᫬に係る書類等のᥦฟにあたࡗては、次のことに␃ពするものとする。

ア 申請᫬に係る書類等は、保護者又はこれに代わる者が┤᥋ᣢཧ又は㒑㏦するものとする。

イ ᑂᰝ⤖ᯝの㐃⤡のため、㏉ಙ⏝ᑒ⟄（㛗ᙧ３ྕにᐄ先を明記し、特定記㘓㒑౽で㏉ಙのため、

252෇ษᡭをはること。）を必ず添付するものとする。

(3) 許可された申請者には、㐍Ꮫ許可㢪の写しに許可印を押印して㏉㑏するので、ᚿ㢪先㧗等Ꮫᰯに

入Ꮫ㢪をᥦฟする㝿に必ず添付すること。

(4) 申請ᮇ㛫以ᚋの保護者の転勤等、特別࡞事情が⏕じた場合は、（県）Ꮫᰯᩍ⫱ᒁ県❧Ꮫᰯᩍ⫱ㄢ㛗

と༠㆟することができる。

(5) ௚ᗓ県かࡽのᚿ㢪者に関わࡗて୰Ꮫᰯ㛗かࡽ㧗等Ꮫᰯ㛗にᥦฟするㄪᰝ書等については、ࠕϨ ᖹ

ᡂ29ᖺᗘ和歌山県❧㧗等Ꮫᰯ入Ꮫ者㑅ᢤ（඲᪥ไㄢ⛬࣭定᫬ไㄢ⛬）実施要項ࠖ第１第㸴項による

ものとする。

＜参考＞ 他府県の公立高等学校を志願する者の手続について

(1) 本県内୰Ꮫᰯ༞業者（ᖹᡂ29ᖺ３᭶༞業ぢ㎸ࡳの者をྵࡴ。）で௚ᗓ県の公❧㧗等Ꮫᰯに入Ꮫをᚿ

㢪する者は、ᙜヱ௚ᗓ県（ᕷ⏫ᮧ）ᩍ⫱ጤဨ఍（以ୗࠕᚿ㢪先ᗓ県等ࠖとい࠺。）がᣦ定するᵝᘧに

よる申請書を、ᚿ㢪先ᗓ県等にᥦฟしࡅ࡞れ࡞ࡽ࡞ࡤい。

ᮇ᪥に㐜れるこ、࡝࡞るࡏかじめၥい合わࡽれのᚿ㢪先ᗓ県等のつ定について、あࡒれࡑ、お࡞

との࡞いよ࠺␃ពすること。

(2) 前ྕの事情ල申のため、本県に㢪いฟを必要とする場合は、ᚿ㢪先ᗓ県等にᑐする㢪いฟを（県）

Ꮫᰯᩍ⫱ᒁ県❧Ꮫᰯᩍ⫱ㄢ㛗にᥦฟするものとする。
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別表（第１項、第２項関係）

特別事情の内容 必 要 書 類

(1) 現住所の住民票謄本

(2) 次のいずれかの書類

ア 公営住宅、公社社宅等の場合は、入居決定通知書（写）

又は転住できることの住宅管理者の証明等

１ 転住による場合
イ 借家の場合は、家主との賃貸契約書（写）等

ウ 家屋新築の場合は、建築確認申請書（許可印押印のもの）

（写）及び建築工事施工契約書（写）

エ 家屋購入の場合は、売買契約書（写）等

オ 保護者の転勤等による転住の場合は、転勤先の転勤証明

又はこれに代わる営業許可書（写）等

両親が別居しており、 (1) 現在同居している親の住民票謄本と和歌山県内の親の住民

２ 和歌山県内にいる親と 票謄本

同居する場合 (2) 両親と本人の続柄がわかる戸籍抄本又は記載事項証明書

(1) 養子縁組が証明される戸籍抄本もしくは記載事項証明書

３ 養子縁組による場合 又は家庭裁判所の許可証明書

(2) 実父母又は養親の住民票謄本

両親と死別等のため、 (1) 両親、親族等と本人との続柄のわかる戸籍謄本、戸籍抄本

４ 和歌山県内の両親以外の 又は記載事項証明書

者と同居する場合 (2) 本人及び本人と同居する親族等の住民票謄本

５
前記１～４以外で、 前記１～４の必要書類の例に準じて、客観的に事情を証明する

特別の事情のある場合 書類

（注）上記１～４については、いずれも(1)及び(2)の書類を添付すること。
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別記第１号様式（第１項、第２項関係）

(⾲)

和歌山県❧㧗等学校進学チྍ願

平成 年 月 日

和歌山県教育委員会教育長 様

（がなࡾࡩ）

ᮏே氏名（⮬⨫）

平成 年 月 日⏕

（がなࡾࡩ）

ಖㆤ⪅氏名 ,

和歌山県❧㧗等学校࡬進学ࡓࡋいの࡛、チྍくࡉࡔるよう関係書㢮ࢆῧ࠼て࠾願いࡋます。

記

１ ᮏேの⌧住所

２ ಖㆤ⪅の⌧住所

（㐃⤡ඛ TEL（ ） 㸫 ）

㸱 ᮏேとಖㆤ⪅との⥆᯶

㸲 ฟ㌟ཪは在学中学校名
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別記第１号様式（第１項、第２項関係）

(裏)

５ 特別事情に関する説明(和歌山県に在住する理由等がわかるように具体的に書くこと｡)

・進学後の住所

６ 中学校長等副申

平成 年 月 日

中学校名

校長氏名 印

上記の願いについては、その事情が正当なものと認めます。

平成 年 月 日

和歌山県教育委員会

教 育 長 印
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別記第２号様式（第１項関係）

証 明 書

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 □印

下記の者は、平成２９年度和歌山県立高等学校入学者選抜における志願にあたっては、

貴校以外のいかなる公立高等学校にも出願しないことを証明します。

記

（ふりがな）

１ 志願者氏名

２ 生 年 月 日 平成 年 月 日

３ 住 所

（注）出願の際、志願先高等学校長に提出すること。



− 49 −

Ⅴ 和歌山県立高等学校入学者選抜学力検査等に

係る帰国生徒取扱い

１ 定義

「帰国生徒」とは、日本国籍を有する者で、海外に所在する機関、事業所等に勤務するか又は海外

において研究・研修を行うこと等を目的として日本を出国し、海外に在留していた者又は現在なお在

留している者の子供等で、原則として引き続き２年を超える期間海外に在留していた子供をいう。

２ 取扱い

(1) 上記の帰国生徒にあたる者で、本人のもつ能力が十分発揮されていないと考えられる相当の根拠

のあるものについては、次のいずれかの手続きを行うこと。

ア 日本の中学校を卒業した者又は在籍している者については、出身中学校長が、協議書（別記第

１号様式）を作成し、志願先の高等学校長宛て親展で原則として平成29年２月17日（金）までに

提出すること。

イ 現在海外に在留している者については、保護者が、協議書（別記第１号様式）を作成し、志願

先の高等学校長宛て親展で原則として平成29年２月17日（金）までに提出すること。

(2) 高等学校長は、出身中学校長又は保護者からの協議書を検討したうえで、受検協議書（別記第２

号様式）を作成し、（県）学校教育局県立学校教育課長宛てに、原則として平成29年２月24日（金）

までに提出すること。

(3) （県）学校教育局県立学校教育課長が承認した場合、当該高等学校長は、入学者選抜学力検査の

成績等を勘案し、募集定員を超えて入学を許可することができる。

３ 対象者

帰国した日から原則として２年以内に和歌山県立高等学校入学者選抜に係る学力検査等を受検する

帰国生徒に適用する。
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別記第１号様式（第２項関係）

平成２９年度和歌山県立高等学校入学志願者協議書

平成 年 月 日

和歌山県立 高等学校長 様

中学校名

校長氏名 印

（ふりがな）

志願者氏名 平成 年 月 日生（性別 ）

志願学科（コース等）名

上記の者を、下記の理由により「和歌山県立高等学校入学者選抜学力検査等に係る

帰国生徒取扱い」に基づく受検生として承認してくださるようお願いします。

記

（本人のもつ能力が十分発揮されていないと考えられる理由、指導措置及び現在の状

況等を記入すること。）
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別記第２号様式（第２項関係）

平成２９年度和歌山県立高等学校入学志願者受検協議書

平成 年 月 日

（県）学校教育局県立学校教育課長 様

高等学校名

校 長 氏 名 印

（ふりがな）

志願者氏名 平成 年 月 日生（性別 ）

出身中学校

志願学科（コース等）名

上記の者を、下記の理由により「和歌山県立高等学校入学者選抜学力検査等に係る

帰国生徒取扱い」に基づく受検生として承認してよろしいか、お伺いします。

記

（本人のもつ能力が十分発揮されていないと考えられる理由、指導措置及び現在の状

況等を記入すること。）
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Ⅵ 和歌山県立高等学校入学者選抜学力検査得点

の簡易開示について

和歌山県個人情報保護条例（平成14年和歌山県条例第66号）第25条に基づく、開示請求の特例に関す

る事務取扱要領（平成15年５月26日 教育長決定）により、次のとおり実施する。

１ 開示する内容

(1) 一般選抜における学力検査の教科別得点及び合計得点

(2) スポーツ推薦における学力検査の教科別得点及び合計得点

(3) 追募集及び再学力検査における学力検査の得点

２ 開示請求できる者

受検者本人

３ 開示請求の受付期間及び受付時間

(1) 受付期間

合格発表の翌日から起算して１月間

(2) 受付時間

全日制課程は午前９時から午後４時まで、定時制課程は午後２時から午後６時まで。ただし、土

曜日、日曜日、祝日及び学校の休日を除く。

なお、電話又は郵送による開示請求は受け付けない。

４ 開示請求及び開示の場所

受検した県立高等学校

５ 本人確認のため提示を求める書類

(1) 受検票

(2) 出身中学校生徒手帳（中学校において生徒個人の写真を貼付し、割印されたものに限る。）また

は、健康保険証等（健康保険、国民健康保険又は船員保険等の被保険者証、共済組合員証）本人で

あることを証明する書類

６ 開示方法

請求を受けた高等学校長は、受検者本人であることを確認したうえ、請求のあった個人情報を、開

示する内容を転記した書面の交付により即時に開示する。



Ⅶ 別 表

（別表１～７）
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（
そ
の
1
）

(
全

日
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

普
通

科
進

路
へ

の
明

確
な

目
標

を
も

ち
、

本
校

に
お

い
て

文
武

両
道

の
実

現
を

目
指

し
、

何
事

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

態
度

を
身

に
つ

け
て

お
り

、
意

欲
的

で
向

学
心

の
旺

盛
な

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

6
0
%

◇
普

通
科

（
県

立
中

）

機
械

科
「

も
の

づ
く

り
」

に
興

味
が

あ
り

、
特

に
機

械
に

関
す

る
分

野
に

関
心

を
も

ち
、

積
極

的
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

6
0
%

電
気

科
電

気
に

興
味

・
関

心
を

強
く

も
ち

、
ま

じ
め

で
意

欲
的

に
取

り
組

む
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

4
0
%

6
0
%

シ
ス

テ
ム

化
学

科
職

業
資

格
・

化
学

研
究

・
情

報
分

野
に

興
味

・
関

心
を

強
く

も
ち

、
ま

じ
め

で
意

欲
的

に
取

り
組

む
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

4
0
%

6
0
%

生
産

流
通

科
農

産
物

を
利

用
し

た
加

工
品

の
製

造
や

流
通

の
シ

ス
テ

ム
に

興
味

を
持

ち
、

自
ら

学
習

や
実

習
に

取
り

組
み

、
地

域
に

貢
献

し
よ

う
と

す
る

意
欲

に
満

ち
た

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

4
0
%

3
0
%

面

施
設

園
芸

科
園

芸
作

物
の

栽
培

、
植

物
の

機
能

や
仕

組
み

に
興

味
を

持
ち

、
積

極
的

に
学

習
や

実
習

に
取

り
組

み
、

農
業

関
連

産
業

に
貢

献
し

よ
う

と
す

る
意

欲
に

満
ち

た
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

4
0
%

3
0
%

面

環
境

工
学

科
機

械
コ

－
ス

で
は

環
境

に
配

慮
し

た
「

も
の

づ
く

り
」

、
土

木
コ

－
ス

で
は

自
然

に
優

し
く

快
適

な
環

境
の

創
造

に
興

味
を

持
ち

、
積

極
的

に
学

習
や

実
習

に
取

り
組

む
意

欲
に

満
ち

た
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

4
0
%

3
0
%

面

普
通

科
学

習
意

欲
が

高
く

、
自

ら
の

進
路

目
標

に
意

欲
的

に
取

り
組

み
、

学
習

活
動

、
部

活
動

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
に

積
極

的
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

5
0
%

1
0
%

面

総
合

ビ
ジ

ネ
ス

科
商

業
の

基
礎

・
基

本
か

ら
専

門
的

な
知

識
・

技
能

の
習

得
ま

で
幅

広
く

学
習

し
ま

す
。

検
定

や
資

格
の

取
得

を
目

指
し

な
が

ら
、

学
習

活
動

、
部

活
動

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
に

積
極

的
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
5
0
%

4
0
%

1
0
%

面

情
報

処
理

科
商

業
科

目
の

学
習

を
ベ

ー
ス

に
、

情
報

を
よ

り
総

合
的

に
処

理
す

る
能

力
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

。
検

定
や

資
格

の
取

得
を

目
指

し
な

が
ら

、
学

習
活

動
、

部
活

動
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

に
積

極
的

に
取

り
組

む
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

5
0
%

4
0
%

1
0
%

面

別表１

調
査

書

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

橋
本

紀
北

工
業

紀
北

農
芸

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

割
　

合

求
め

る
生

徒
像

面
接

・
実

技
検

査
等

学
力

検
査

笠
田

別表１
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（
そ
の
㻞
）

(
全

日
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

調
査

書

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

割
　

合

求
め

る
生

徒
像

面
接
・
実
技
検
査
等

学
力

検
査

普
通

科
基

本
的

生
活

習
័

が
確

立
し

て
お

り
、

学
習

、
特

別
活

動
、

学
校

⾜
事

等
何

事
に

も
意

欲
的

に
取

り
組

み
、

ࡑ
ࢀ

を
ᑗ

᮶
に

生
か

ࡏ
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

理
ᩘ

科
理

ᩘ
⣔

科
目

が
得

意
で

、
自

然
科

学
に

ᑐ
す

る
興

味
・

関
心

が
高

く
、

ᑗ
᮶

理
ᩘ

⣔
኱

学
へ

の
進

学
を

ᕼ
ᮃ

す
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

ᩘ
�
�
�

ⱥ
�
�
�

普
通

科
学

習
意

欲
が

高
く

、
学

校
⾜

事
や

部
活

動
等

に
も

意
欲

的
に

ບ
み

、
よ

り
高

度
な

学
ၥ

・
研

究
や

専
門

ᛶ
の

高
い

職
業

を
ᑗ

᮶
の

目
標

に
し

、
኱

学
等

へ
の

進
学

を
目

指
す

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

6
0
%

ᅜ
㝿

科
学

習
意

欲
が

高
く

、
学

校
⾜

事
や

部
活

動
等

に
も

意
欲

的
に

ບ
み

、
ᅜ

㝿
♫

఍
の

ᵝ
ࠎ

な
分

野
で

活
㌍

す
る

ࡇ
と

を
ᑗ

᮶
の

目
標

に
し

、
኱

学
等

へ
の

進
学

を
目

指
す

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

6
0
%

ᅜ
�
�
�

ⱥ
�
�
�

普
通

科
生

活
態

度
・

学
習

態
度

が
Ⰻ

ዲ
で

、
部

活
動

な
ど

に
も

意
欲

的
に

ບ
み

、
積

極
的

に
学

習
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

5
0
%

2
0
%

面

ே
㛫

科
学

科
ே

と
ே

の
つ

な
が

り
に

ಀ
ࢃ

る
分

野
に

関
心

を
持

ち
、

意
欲

的
に

学
習

に
取

り
組

み
、

ᑗ
᮶

኱
学

な
ど

へ
の

進
学

を
目

指
す

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

6
0
%

᭱
も

高
い

１
ᩍ

科
㸰

�
㸮

1
0
%

面

普
通

科
（

北
校

⯋
）

自
ら

の
進

路
目

標
に

基
づ

ࡁ
、

積
極

的
に

学
ࢇ

で
い

ࡇ
う

と
い

う
意

欲
が

あ
る

生
徒

や
、

文
化

部
、

య
育

部
活

動
や

学
習

活
動

、
生

徒
఍

活
動

、
ዊ

仕
活

動
等

で
優

ࢀ
た

実
⦼

や
ࣜ

ー
ࢲ

ー
ᛶ

を
᭷

し
、

ධ
学

ᚋ
も

活
動

す
る

意
ᚿ

が
あ

る
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

5
0
%

5
0
%

ͤ
１

普
通

科
（

す
校

⯋
）

基
本

的
生

活
習

័
が

確
立

し
て

お
り

、
学

習
・

部
活

動
等

に
情

⇕
を

も
ࡗ

て
意

欲
的

に
取

り
組

む
生

徒
で

、
明

確
な

進
路

目
標

を
も

ち
、

ࡑ
の

実
現

の
た

め
ດ

力
を

ᝰ
し

ま
な

い
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

5
0
%

5
0
%

ͤ
１

ス
࣏

ー
ࢶ

೺
ᗣ

科
学

科
学

習
意

欲
が

高
く

、
生

ᾭ
を

通
し

て
ス

࣏
ー

ࢶ
の

Ⓨ
ᒎ

に
貢

献
で

ࡁ
る

生
徒

を
ᮃ

み
ま

す
。

ま
た

、
య

育
部

活
動

に
お

い
て

㢧
ⴭ

な
実

⦼
が

あ
り

、
実

技
検

査
で

ཷ
検

し
た

➇
技

の
㐠

動
部

に
ᡤ

ᒓ
し

、
㸱

ᖺ
㛫

活
動

す
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面
・

実

࿴
ḷ

ᒣ
総

合
学

科
総

合
学

科
に

強
い

関
心

を
も

ち
、

ධ
学

ᚋ
本

校
⣔

ิ
で

自
分

を
ఙ

ࡤ
し

た
い

と
ᛮ

ࡗ
て

い
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

4
0
%

3
0
%

面
・

3
3

普
通

科
意

欲
的

に
学

ࡪ
ጼ

ໃ
と

明
確

な
進

路
目

標
を

持
ち

、
ࡑ

の
実

現
の

た
め

に
積

極
的

に
ດ

力
す

る
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

ま
た

、
生

徒
఍

活
動

、
部

活
動

、
ዊ

仕
活

動
等

で
優

ࢀ
た

実
⦼

を
持

ち
、

ධ
学

ᚋ
も

活
Ⓨ

に
活

動
す

る
生

徒
を

ᮃ
み

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

ᅜ
�
�
�

ᩘ
�
�
�

ⱥ
�
�
�

◇
環

境
科

学
科

⢊
Ἑ

㑣
㈡

㈗
ᚿ

ᕝ

向
㝧

࿴
ḷ

ᒣ
北
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（
そ
の
㻟
）

(
全

日
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

調
査
書

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

割
　

合

求
め

る
生

徒
像

面
接

・
実

技
検

査
等

学
力
検
査

普
通
科

自
ら
の
ಶ
ᛶ
を
ఙ
ࡤ
し
、
文
武
両
道
の
実
現
を
目
指
し
て
、
確
か
な
学
力
を
身
に
௜
け
よ
う
と
す
る
意
欲

を
も
ち
、
ᑗ
᮶
♫
఍
で
活
㌍
で
ࡁ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᅜ
�
�
�

ᩘ
�
�
�

ⱥ
�
�
�

◇
普
通
科
（
県
立
中
）

ᩘ
理
科
学
科

自
然
科
学
の
㡿
域
に
強
い
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
文
武
両
道
の
実
現
を
目
指
し
て
、
確
か
な
学
力
を
身

に
௜
け
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
ち
、
ᑗ
᮶
♫
఍
で
活
㌍
で
ࡁ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

ⱥ
�
�
�

࿴
ḷ

ᒣ
ᮾ

普
通
科

基
本
的
生
活
習
័
や
基
礎
学
力
が
身
に
௜
い
て
お
り
、
積
極
的
に
自
ら
の
進
路
目
標
に
向
か
ࡗ
て
学
ࡰ
う

と
す
る
意
ᚿ
の
あ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
఍
活
動
や
部
活
動
な
ど
特
別
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
あ
る
生
徒
を
ᮃ
み
ま
す
。

4
0
%

4
0
%

2
0
%

面

普
通
科

学
習
意
欲
が
高
く
、
自
ら
の
進
路
目
標
に
基
づ
ࡁ
、
積
極
的
に
学
ࢇ
で
い
ࡇ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

3
0
%

7
0
%

ᅜ
㝿
஺
流
科

学
習
意
欲
が
高
く
、
ᅜ
㝿
化
᫬
௦
に
ᑐ
ᛂ
す
る
進
路
を
ᕼ
ᮃ
し
、
ᅜ
㝿
理
ゎ
ᩍ
育
に
関
心
の
あ
る
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

3
0
%

7
0
%

機
械
科

工
作
機
械
の
᧯
作
や
設
ィ
・
製
ᅗ
な
ど
、
「
も
の
づ
く
り
」
の
知
識
や
技
⾡
を
習
得
し
、
興
味
・
関
心
を

持
ࡗ
て
意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

電
気
科

電
気
・
電
Ꮚ
ཬ
ࡧ
情
報
通
ಙ
の
分
野
に
興
味
が
あ
り
、
ᑗ
᮶
ࡑ
の
᪉
面
で
活
㌍
し
た
い
意
欲
的
な
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

化
学
技
⾡
科

化
学
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
専
門
的
知
識
や
技
⾡
を
学
ࡪ
高
い
意
識
と
「
環
境
に
や
ࡉ
し
い
も
の
づ
く

り
」
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
的
な
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

ᘓ
⠏
科

ᘓ
⠏
に
興
味
が
あ
り
、
ᘓ
⠏
物
に
つ
い
て
の
設
ィ
・
設
ഛ
、
工
事
の
進
め
᪉
等
に
つ
い
て
意
欲
的
に
学
ࡰ

う
と
す
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

土
木
科

道
路
、
橋
、
㜵
Ἴ
ሐ
、
✵
 
、
ୖ
ୗ
Ỉ
道
な
ど
を
ᘓ
設
す
る
土
木
の
学
習
に
興
味
を
も
ち
、
ே
ࠎ
の
生
活

の
向
ୖ
に
ᙺ
立
ち
た
い
と
ᛮ
ࡗ
て
い
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

産
業
ࢹ
ࢨ
࢖
ン
科

ࢹ
ࢨ
࢖
ン
全
⯡
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能
、
「
も
の
づ
く
り
」
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
意
欲
的
に
学
ࡰ

う
と
す
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

創
造
技
⾡
科

「
も
の
づ
く
り
」
に
ᚲ
せ
な
知
識
・
技
⾡
を
学
ࡧ
、
創
意
工
ኵ
を
ࡇ
ら
し
、
᪂
し
い
᫬
௦
に
ᑐ
ᛂ
し
た

「
も
の
づ
く
り
」
に
ᣮ
ᡓ
し
よ
う
と
す
る
意
欲
あ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

᱒
ⶱ

࿴
ḷ

ᒣ
工

業

ᫍ
ᯘ



− 58 −

（
そ
の
㻠
）

(
全

日
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

調
査
書

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

割
　

合

求
め

る
生

徒
像

面
接

・
実

技
検

査
等

学
力
検
査

࿴
ḷ

ᒣ
商

業
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
科

商
業
ᩍ
育
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
㸰
ᖺ
ḟ
௨
㝆
の
コ
ー
ス
（
情
報
・
఍
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
）
を
୺
య

的
に
㑅
ࡧ
、
専
門
的
な
学
習
を
῝
め
、
資
格
取
得
や
専
門
知
識
を
ᑵ
職
や
進
学
に
い
か
す
目
標
が
あ
る
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
に
お
い
て
優
ࢀ
た
資
㉁
・
能
力
を
い
か
し
、
ே
格
ᙧ
成
に
取
り
組

み
、
本
校
全
య
に
活
力
を
୚
࠼
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

普
通
科
（
ᾏ
༡
校
⯋
）

学
習
意
欲
が
高
く
、
本
学
科
の
学
習
内
容
に
興
味
・
関
心
、
適
ᛶ
が
あ
り
、
ධ
学
ᚋ
も
積
極
的
に
学
ࢇ
で

い
ࡇ
う
と
す
る
意
ᚿ
が
明
確
で
あ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

3
0
%

7
0
%

ᩍ
㣴
理
学
科

学
習
意
欲
が
高
く
、
本
学
科
の
学
習
内
容
、
特
に
理
ᩘ
⣔
科
目
に
興
味
・
関
心
、
適
ᛶ
が
あ
り
、
ධ
学
ᚋ

も
積
極
的
に
学
ࢇ
で
い
ࡇ
う
と
す
る
意
ᚿ
が
明
確
で
あ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

3
0
%

7
0
%

ᩘ
�
�
�

理
�
�
�

普
通
科
（
኱
成
校
⯋
）

༞
業
ᚋ
の
進
路
に
ල
య
的
な
目
標
を
持
ち
、
኱
成
校
⯋
の
ᩍ
育
ㄢ
⛬
を
理
ゎ
し
、
積
極
的
に
学
習
に
取
り

組
む
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

4
0
%

2
0
%

面

(
⨾

㔛
分

校
)
普
通
科

⨾
㔛
分
校
の
特
Ⰽ
あ
る
学
習
活
動
を
理
ゎ
し
、
ධ
学
ᚋ
も
積
極
的
に
学
ࢇ
で
い
ࡇ
う
と
い
う
強
い
意
ᚿ
を

も
ࡗ
た
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

3
0
%

4
0
%

3
0
%

面

普
通
科
（
普
通
）

ຮ
学
・
部
活
動
に
ບ
み
、
自
ら
の
進
路
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

ͤ
１

普
通
科
（
ス
࣏
ー
ࢶ
）

ス
࣏
ー
ࢶ
専
門
✀
目
に
優
ࢀ
た
能
力
を
᭷
し
、
㸱
ᖺ
㛫
部
活
動
を
⥅
⥆
し
、
意
欲
的
に
㐠
動
能
力
を
高

め
、
学
習
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

3
0
%

3
0
%

4
0
%

実

情
報
⤒
Ⴀ
科

ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
や
コ
ン
ࣆ
ࣗ
ー
ࢱ
᧯
作
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
ࡇ

と
の
で
ࡁ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

5
0
%

5
0
%

ͤ
１

機
械
科

機
械
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
「
も
の
づ
く
り
」
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
ࡇ
と
の
で
ࡁ
る
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

4
5
%

4
5
%

1
0
%

面
ͤ
１

総
合
学
科
（
総
合
）

総
合
学
科
の
学
ࡧ
に
つ
い
て
理
ゎ
し
、
本
校
で
の
学
習
に
ᑐ
す
る
興
味
・
関
心
・
意
欲
が
高
く
、
生
徒
఍

活
動
や
部
活
動
等
に
も
実
⦼
を
᭷
し
、
高
校
生
活
に
๓
向
ࡁ
に
取
り
組
む
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

3
5
%

3
5
%

3
0
%

面

総
合
学
科
（
⚟
♴
）

⚟
♴
に
関
す
る
興
味
・
関
心
が
高
く
、
௓
ㆤ
⚟
♴
ኈ
を
目
指
し
、
�
ᖺ
㛫
し
ࡗ
か
り
と
意
欲
的
に
取
り
組
む

強
い
意
ᚿ
の
あ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

3
0
%

4
0
%

3
0
%

面

(
Ύ

Ỉ
分

校
)
普
通
科

学
校
内
እ
で
の
ࡉ
ま
ࡊ
ま
な
活
動
に
୺
య
的
に
取
り
組
み
、
学
習
成
⦼
が
Ⰻ
ዲ
で
あ
り
、
自
ら
の
進
路
目

標
に
基
づ
ࡁ
、
積
極
的
に
学
ࢇ
で
い
ࡇ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

⪏
ஂ

普
通
科

学
習
意
欲
が
高
く
、
本
校
の
学
習
内
容
や
ᩍ
育
活
動
に
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
進
路
実
現
に
む
け
て
積
極

的
に
取
り
組
む
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

4
0
%

6
0
%

⟪
ᓥ

ᾏ
༡

᭷
田

中
ኸ
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（
そ
の
㻡
）

(
全

日
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

調
査

書

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

割
　

合

求
め

る
生

徒
像

面
接
・
実
技
検
査
等

学
力

検
査

普
通

科
学

習
意

欲
が

高
く

㸪
自

ᕫ
の

進
路

目
標

実
現

に
向

け
て

、
ࡉ

ま
ࡊ

ま
な

活
動

に
向

ୖ
心

を
持

ࡗ
て

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

◇
総

合
科

学
科

(
中

ὠ
分

校
)
普

通
科

学
習

意
欲

が
高

く
、

本
学

の
学

習
内

容
に

興
味

・
関

心
、

適
ᛶ

が
あ

り
、

ධ
学

ᚋ
も

ㄢ
እ

活
動

や
特

別
活

動
等

に
積

極
的

に
取

り
組

ࢇ
で

い
ࡇ

う
と

す
る

意
欲

㺂
意

ᚿ
が

明
確

で
あ

る
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

5
0
%

2
0
%

面
・

作

普
通

科
ே

ࠎ
に

ಙ
㢗

ࡉ
ࢀ

、
地

域
に

貢
献

で
ࡁ

る
♫

఍
ே

と
な

る
た

め
、

文
理

、
ビ

ジ
ネ

ス
の

ྛ
⣔

ิ
で

、
意

欲
的

に
学

習
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

工
業

技
⾡

科
ே

ࠎ
に

ಙ
㢗

ࡉ
ࢀ

、
地

域
に

貢
献

で
ࡁ

る
♫

఍
ே

と
な

る
た

め
、

機
械

、
電

気
の

専
門

分
野

で
、

意
欲

的
に

学
習

に
取

り
組

む
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

7
0
%

普
通

科
学

習
意

欲
に

満
ち

、
自

ら
の

進
路

目
標

㐩
成

の
た

め
に

、
何

事
に

も
意

欲
的

㺃
積

極
的

に
取

り
組

め
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

㣗
と

農
園

科
地

域
産

業
に

興
味

・
関

心
が

あ
り

、
農

業
、

㣗
品

加
工

、
㣗

文
化

に
つ

い
て

専
門

的
に

学
ࡪ

強
い

意
ᚿ

を
持

ち
、

実
習

や
学

習
に

積
極

的
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

5
0
%

2
0
%

面

(
㱟

⚄
分

校
)
普

通
科

本
校

の
特

Ⰽ
あ

る
ᩍ

育
内

容
を

よ
く

理
ゎ

し
、

ධ
学

ᚋ
も

積
極

的
に

学
習

に
取

り
組

み
、

ே
や

自
然

を
኱

ษ
に

し
、

ே
と

し
て

♫
఍

に
貢

献
し

よ
う

と
す

る
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

5
0
%

2
0
%

面

普
通

科
学

習
成

⦼
が

Ⰻ
ዲ

で
あ

り
、

ᵝ
ࠎ

な
学

習
活

動
に

積
極

的
に

取
り

組
む

意
欲

が
あ

る
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

7
0
%

◇
自

然
科

学
科

機
械

科
「

も
の

づ
く

り
」

の
中

心
で

あ
る

機
械

の
基

本
的

な
知

識
と

技
⾡

を
学

ࡧ
、

ㄔ
実

・
໅

ຮ
で

創
造

ᛶ
㇏

か
な

工
業

ே
を

目
指

す
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

5
0
%

5
0
%

電
気

電
Ꮚ

科
電

気
に

関
連

す
る

分
野

に
幅

広
く

興
味

を
持

ち
、

知
識

・
技

⾡
の

習
得

ཬ
ࡧ

ྛ
✀

資
格

の
取

得
に

意
欲

的
な

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
5
0
%

5
0
%

情
報

シ
ス

テ
ム

科
コ

ン
ࣆ

ࣗ
ー

ࢱ
に

関
連

す
る

情
報

技
⾡

を
学

ࡧ
、

ᑗ
᮶

㹇
㹒

産
業

で
活

㌍
す

る
ᕼ

ᮃ
を

持
ち

、
専

門
分

野
で

の
学

習
に

意
欲

的
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
5
0
%

5
0
%

紀
ኸ

㤋

日
高

田
㎶

工
業

༡
　

　
　

　
部

田
㎶
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（
そ
の
㻢
）

(
全

日
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

調
査

書

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

割
　

合

求
め

る
生

徒
像

面
接
・
実
技
検
査
等

学
力

検
査

普
通

科
本

校
に

ධ
学

す
る

強
い

意
ᚿ

を
も

ち
、

ᖖ
に

向
ୖ

心
を

も
ࡗ

て
、

ᑗ
᮶

の
進

路
に

向
け

て
学

習
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

6
0
%

⤒
Ⴀ

科
学

科
本

校
に

ධ
学

す
る

強
い

意
ᚿ

と
専

門
ᩍ

科
へ

の
強

い
関

心
を

も
ち

、
ᑗ

᮶
の

進
路

に
向

け
て

資
格

取
得

や
実

習
に

⥅
⥆

し
て

ດ
力

す
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
4
0
%

6
0
%

┳
ㆤ

科
ᚿ

ᮃ
動

機
や

意
欲

・
関

心
が

明
確

で
あ

り
、

┳
ㆤ

ᖌ
を

目
指

し
て

㸳
ᖺ

㛫
し

ࡗ
か

り
と

学
習

に
取

り
組

む
意

ᚿ
の

あ
る

生
徒

。
3
0
%

6
0
%

1
0
%

面

総
合

学
科

積
極

的
に

学
ࡰ

う
と

す
る

意
欲

を
持

ち
、

部
活

動
、

学
校

⾜
事

ཬ
ࡧ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
地

域
活

動
等

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

ࡇ
と

が
で

ࡁ
る

。
ま

た
、

自
分

の
⪃

࠼
を

し
ࡗ

か
り

持
ち

、
自

分
で

ุ
᩿

で
ࡁ

る
生

徒
。

4
0
%

6
0
%

ͤ
１

୵
本

ྂ
ᗙ

普
通

科

１
㸬

基
本

的
生

活
習

័
ཬ

ࡧ
基

礎
学

力
が

身
に

௜
い

て
お

り
、

ධ
学

ᚋ
学

習
活

動
、

ࢡ
ラ

ࣈ
活

動
、

ボ
ラ

�
�
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
に

意
欲

的
に

取
り

組
む

生
徒

㸰
㸬

自
ら

の
ど

野
を

広
ࡆ

、
ᑗ

᮶
の

あ
り

᪉
生

ࡁ
᪉

を
⪃

࠼
、

自
ᕫ

の
進

路
を

積
極

的
に

ษ
り

ᣅ
ࡇ

う
と

�
�
す

る
生

徒
௨

ୖ
の

よ
う

な
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

4
0
%

6
0
%

᪂
ᐑ

普
通

科
本

校
で

学
ࡧ

た
い

と
い

う
強

い
意

ᚿ
を

も
ち

、
積

極
的

に
学

習
や

部
活

動
に

取
り

組
み

、
ᑗ

᮶
、

኱
学

進
学

等
の

進
路

実
現

を
目

指
し

て
自

ᕫ
の

ྍ
能

ᛶ
に

ᣮ
ᡓ

し
よ

う
と

す
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

7
0
%

ᅜ
�
�
�

ᩘ
�
�
�

ⱥ
�
�
�

᪂
⩧

総
合

学
科

総
合

学
科

の
特

ᚩ
を

༑
分

に
理

ゎ
し

た
ୖ

で
、

ྛ
⣔

ิ
の

学
習

に
興

味
・

関
心

を
持

ち
、

ࡑ
の

学
習

に
取

り
組

む
と

と
も

に
自

ᕫ
の

進
路

実
現

に
向

か
ࡗ

て
ດ

力
す

る
生

徒
や

、
部

活
動

・
生

徒
఍

活
動

等
に

積
極

的
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

6
0
%

1
0
%

面

⇃
野

⚄
ᓥ
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（
そ
の
7
）

(
定

時
制

)

割
合

傾
斜

評
価

割
合

傾
斜

配
点

割
合

内
容

普
通

科
（

昼
間

）

普
通

科
（

夜
間

）

粉
河

普
通

科
（

夜
間

）
学

習
意

欲
に

富
み

、
勤

労
と

学
校

生
活

を
両

立
で

き
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面
・

作

普
通

科
（

昼
間

）

普
通

科
（

夜
間

）

情
報

会
計

科
 
(
夜

間
)

生
徒

お
互

い
を

大
切

に
し

、
目

的
意

識
を

持
っ

て
真

面
目

に
学

校
生

活
に

取
り

組
み

、
特

に
商

業
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

等
に

興
味

・
関

心
の

あ
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面

機
械

電
気

科
（

夜
間

）
機

械
電

気
科

を
志

望
す

る
理

由
が

明
白

で
あ

り
、

本
校

生
徒

と
し

て
適

切
な

学
生

生
活

を
送

る
強

い
意

志
が

あ
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面
･
作

建
築

科
（

夜
間

）
建

築
科

を
志

望
す

る
理

由
が

明
白

で
あ

り
、

本
校

生
徒

と
し

て
適

切
な

学
生

生
活

を
送

る
強

い
意

志
が

あ
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面
･
作

海
 
 
 
 
 
　

　
南

普
通

科
（

夜
間

）
自

ら
学

ぶ
強

い
意

志
を

も
っ

て
、

新
し

い
時

代
を

た
く

ま
し

く
生

き
る

実
力

の
あ

る
、

心
豊

か
な

社
会

人
を

目
指

す
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

3
0
%

4
0
%

面
・

作

耐
久

普
通

科
（

夜
間

）
基

本
的

な
生

活
習

慣
が

身
に

つ
い

て
お

り
、

学
ぶ

意
欲

が
あ

り
、

素
直

で
規

律
を

守
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面

日
高

普
通

科
（

夜
間

）
基

本
的

生
活

習
慣

や
基

礎
学

力
が

身
に

つ
い

て
お

り
、

積
極

的
に

学
び

、
規

律
正

し
く

真
面

目
な

態
度

で
学

校
生

活
を

過
ご

そ
う

と
す

る
意

識
を

有
す

る
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

3
0
%

4
0
%

面
・

作

普
通

科
（

昼
間

）

普
通

科
（

夜
間

）

新
宮

普
通

科
（

夜
間

）
勤

労
と

学
校

生
活

を
両

立
さ

せ
な

が
ら

、
ま

じ
め

な
生

活
態

度
で

意
欲

的
に

学
ぼ

う
と

す
る

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
5
0
%

5
0
%

・
割

合
は

、
一

般
選

抜
募

集
枠

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

・
傾

斜
評

価
、

傾
斜

配
点

内
の

「
国

」
「

数
」

等
は

「
国

語
」

「
数

学
」

等
を

表
し

、
そ

の
横

の
数

字
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

対
す

る
倍

率
を

表
し

て
い

る
。

(
注

)
◇

を
付

し
た

学
科

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
県

立
中

学
校

か
ら

の
進

学
者

の
み

と
し

、
県

立
高

等
学

校
入

学
者

選
抜

に
よ

る
募

集
は

行
わ

な
い

。

伊
都

中
央

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
選
考
基
準

学
校

名
学

科
名

（
コ

ー
ス

等
）

求
め

る
生

徒
像

割
　

合

調
査

書
学

力
検

査
面
接
・
実
技
検
査
等

自
分

が
学

び
た

い
こ

と
を

柔
軟

に
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
本

校
の

「
新

た
な

学
び

の
シ

ス
テ

ム
」

を
理

解
し

、
一

人
一

人
の

進
路

実
現

や
興

味
・

関
心

に
合

わ
せ

た
多

様
な

学
び

を
通

し
て

、
互

い
に

鍛
え

合
い

、
支

え
合

い
、

学
び

合
う

態
度

を
身

に
付

け
た

い
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

4
0
%

面
3
0
%

き
の

く
に

青
雲

生
徒

お
互

い
を

大
切

に
し

、
目

的
意

識
を

持
っ

て
真

面
目

に
学

校
生

活
に

取
り

組
む

生
徒

を
募

集
し

ま
す

。
3
0
%

3
0
%

4
0
%

面

和
歌

山
工

業

南
紀

人
や

物
を

大
切

に
す

る
生

徒
で

、
学

習
意

欲
が

あ
り

生
活

態
度

が
ま

じ
め

な
生

徒
を

募
集

し
ま

す
。

3
0
%

3
0
%

※
１

和
歌

山
北

高
等

学
校

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

科
、

箕
島

高
等

学
校

普
通

科
(
ス

ポ
ー

ツ
コ

ー
ス

)
、

熊
野

高
等

学
校

看
護

科
を

第
２

志
望

と
す

る
者

は
、

各
学

科
(
コ

ー
ス

)
が

実
施

す
る

面
接

・
実

技
検

査
等

を
　

　
受

け
る

こ
と

。

4
0
%

面

・
面

接
・

実
技

等
の

「
面

」
「

作
」

「
実

」
「

P
P
」

は
そ

れ
ぞ

れ
「

面
接

」
「

作
文

」
「

実
技

検
査

」
「

パ
ー

ソ
ナ

ル
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

表
す

。
面

接
・

実
技

検
査

等
の

詳
細

は
別

表
２

に
示

す
。
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
面
接
・
実
技
検
査
等

（
そ
の
1
）

１
　

注
意

事
項

　
(
1
)
　

体
育

に
関

す
る

実
技

検
査

を
受

検
す

る
者

は
、

事
前

に
医

師
の

健
康

診
断

を
受

け
る

等
、

体
育

実
技

受
検

に
支

障
の

な
い

よ
う

健
康

管
理

に
特

に
留

意
す

る
こ

と
。

　
(
2
)
　

体
育

に
関

す
る

実
技

検
査

を
受

検
す

る
者

は
、

体
育

実
技

の
で

き
る

軽
快

な
服

装
（

各
中

学
校

指
定

の
体

操
服

等
）

、
体

育
館

用
及

び
屋

外
用

の
運

動
靴

を
準

備
す

る
こ

と
。

　
(
3
)
　

所
持

品
管

理
の

た
め

の
バ

ッ
グ

等
を

持
参

す
る

こ
と

。
　

(
4
)
　

面
接

・
実

技
検

査
等

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
は

、
実

施
校

に
す

る
こ

と
。

２
　

一
般

選
抜

に
お

け
る

面
接

・
実

技
検

査
等

の
内

容
【

全
日

制
】

学
校

名
学

科
名

備
　

考

生
産

流
通

科
個

人
面

接
（

口
頭

に
よ

る
検

査
を

含
む

。
）

を
７

分
程

度
実

施
す

る
。

施
設

園
芸

科
個

人
面

接
（

口
頭

に
よ

る
検

査
を

含
む

。
）

を
７

分
程

度
実

施
す

る
。

環
境

工
学

科
個

人
面

接
（

口
頭

に
よ

る
検

査
を

含
む

。
）

を
７

分
程

度
実

施
す

る
。

普
通

科
個

人
面

接
を

３
分

程
度

実
施

す
る

。

総
合

ビ
ジ

ネ
ス

科
個

人
面

接
を

３
分

程
度

実
施

す
る

。

情
報

処
理

科
個

人
面

接
を

３
分

程
度

実
施

す
る

。

普
通

科
３

人
程

度
の

集
団

面
接

を
７

分
程

度
実

施
す

る
。

人
間

科
学

科
３

人
程

度
の

集
団

面
接

を
７

分
程

度
実

施
す

る
。

個
人

面
接

を
５

分
程

度
実

施
す

る
。

 
 
共

通
実

技
申

告
書

提
出

陸
上

競
技

①
　

立
ち

幅
と

び
②

　
１

０
０

ｍ
走

、
１

０
０

０
ｍ

走
（

雨
天

時
は

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

で
実

施
、

ス
パ

イ
ク

は
不

可
）

、
走

り
幅

跳
び

、
 
 
 
 
砲

丸
投

げ
か

ら
１

種
目

選
択

ス
パ

イ
ク

可

体
操

①
　

マ
ッ

ト
運

動
②

　
柔

軟
性

及
び

筋
力

テ
ス

ト

競
泳

　
①

　
５

０
ｍ

専
門

種
目

　
②

　
２

０
０

ｍ
個

人
メ

ド
レ

ー

飛
込

　
①

　
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
　

②
　

徒
手

体
操

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

①
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

②
　

ミ
ニ

ゲ
ー

ム
（

２
対

２
）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

①
　

対
人

レ
シ

ー
ブ

②
　

ス
パ

イ
ク

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

①
　

乱
打

（
サ

ー
ブ

か
ら

ス
ト

ロ
ー

ク
、

雨
天

時
は

ハ
ー

フ
ボ

レ
ー

ラ
リ

ー
・

シ
ョ

ー
ト

乱
打

）
②

　
前

衛
（

ス
マ

ッ
シ

ュ
・

ボ
レ

ー
、

雨
天

時
は

正
面

ボ
レ

ー
・

ス
マ

ッ
シ

ュ
）

　
　

後
衛

１
本

打
ち

（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
か

ら
ス

ト
ロ

ー
ク

、
雨

天
時

は
ス

ト
レ

ー
ト

ト
ッ

プ
打

ち
）

別表２

笠
田

面
接

・
実

技
検

査
等

①
　

５
０

ｍ
走

②
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

③
　

握
力

測
定

次
の

１
５

競
技

か
ら

１
競

技
を

選
択

し
、

各
競

技
と

も
す

べ
て

の
種

目
を

実
施

す
る

。

水
泳

貴
志

川

紀
北

農
芸

ス
ポ

ー
ツ

健
康

科
学

科
和

歌
山

北

　
専

門
実

技

別表２
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
面
接
・
実
技
検
査
等

（
そ
の
㻞
）

学
校

名
学

科
名

備
　

考
面

接
・

実
技

検
査

等

サ
ッ

࢝
ー

①
　

㸶
の

Ꮠ
ド

リ
ブ

ル
②

　
ミ

ニ
ゲ

ー
ム

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

（
ዪ

Ꮚ
の

ࡳ
）

①
　

バ
ッ

テ
࢕

ン
グ

（
雨

天
時

は
⣲

᣺
り

）
②

　
ス

ロ
ー

イ
ン

グ
・

࢟
ࣕ

ッ
ࢳ

ン
グ

（
雨

天
時

は
࢟

ࣕ
ッ

ࢳ
ボ

ー
ル

）

レ
ス

リ
ン

グ
①

　
フ

ッ
ト

࣡
ー

ク
②

　
ࢱ

ッ
ク

ル

⮬
㌿

㌴
①

　
⮬

㌿
㌴

࢚
ル

ࢦ
メ

ー
ࢱ

ー
に

よ
る

筋
力

測
定

(
᭱

኱
↓

㓟
⣲

パ
࣡

ー
測

定
)

②
　

⮬
㌿

㌴
࢚

ル
ࢦ

メ
ー

ࢱ
ー

に
よ

る
筋

力
測

定
(
᭷

㓟
⣲

運
動

⬟
力

測
定

)

フ
࢙

ン
シ

ン
グ

①
　

フ
ッ

ト
࣡

ー
ク

②
　

✺
き

ボ
ー

ト
①

　
ロ

ー
イ

ン
グ

࢚
ル

ࢦ
メ

ー
ࢱ

ー
に

よ
る

測
定

柔
㐨

①
　

ᚓ
意

技
に

よ
る

か
か

り
⦎

⩦
（

打
ち

込
ࡳ

）
②

　
ᚓ

意
技

に
よ

る
投

げ
込

ࡳ

๢
㐨

①
　

ᇶ
本

技
⬟

②
　

ษ
り

㏉
し

ラ
グ

ビ
ー

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

（
⏨

Ꮚ
の

ࡳ
）

①
　

パ
ス

②
　

１
５

０
０

ｍ
走

服
装

・
ᦠ

⾜
品

申
告

書
提

出

１
　

ᩍ
㣴

㸿
分

㔝

ۑ
　

ᅜ
ㄒ

ۑ
　

♫
఍

ۑ
　

ᩘ
学

ۑ
　

理
科

ۑ
　

ⱥ
ㄒ

５
ᩍ

科
の

中
で

設
定

し
た

内
容

を
中

ᚰ
に

、
ᑗ

᮶
、

㐍
学

を
ᕼ

ᮃ
し

て
い

る
Ẽ

持
ち

ࡸ
ክ

に
ࡘ

い
て

Ⓨ
表

す
る

。
　

ͤ
ᬯ

ၐ
、

ⱥ
ㄒ

に
よ

る
ス

ࣆ
ー

ࢳ
、

⮬
分

で
設

定
し

た
内

容
に

ࡘ
い

て
の

◊
✲

・
実

㦂
・

ㄪ
査

Ⓨ
表

。
　

ͤ
㈨

ᩱ
（

෗
┿

・
ᅗ

・
෉

Ꮚ
等

）
を

฼
用

し
た

Ⓨ
表

で
も

よ
い

。

２
　

ᩍ
㣴

㹀
分

㔝

ۑ
　

ᅜ
ㄒ

　
♫

఍
　

ᩘ
学

　
理

科
　

ⱥ
ㄒ

ۑ
　

ಖ
健

体
育

ۑ
　

技
⾡

・
ᐙ

ᗞ
ۑ

　
総

合
ⓗ

な
学

⩦
の

時
間

ۑ
　

特
別

ά
動

こ
ࢀ

ࡲ
で

ྲྀ
り

⤌
ࢇ

で
き

た
内

容
か

ら
、

本
校

で
ఱ

を
学

び
、

࡝
の

よ
う

な
㐍

㊰
を

目
指

す
か

を
Ⓨ

表
す

る
。

　
ͤ

ᬯ
ၐ

、
ⱥ

ㄒ
に

よ
る

ス
ࣆ

ー
ࢳ

、
⮬

分
で

設
定

し
た

内
容

に
ࡘ

い
て

の
◊

✲
・

実
㦂

・
ㄪ

査
・

体
㦂

Ⓨ
表

。
　

ͤ
㈨

ᩱ
（

෗
┿

・
ᅗ

・
෉

Ꮚ
等

）
及

び
స

品
を

฼
用

し
た

Ⓨ
表

で
も

よ
い

。
　

ͤ
検

査
఍

ሙ
で

の
実

技
・

実
₇

は
で

き
な

い
。

３
　

ビ
ジ

ネ
ス

分
㔝

㸲
　

情
報

分
㔝

ۑ
　

ၟ
ᴗ

　
ᑗ

᮶
、

⤒
῭

⣔
の

኱
学

ࡸ
専

門
学

校
࡬

の
㐍

学
を

ᕼ
ᮃ

し
て

い
る

Ẽ
持

ち
を

は
ࡌ

め
、

ᑵ
⫋

ࡸ
⮬

分
の

ክ
に

ࡘ
い

て
Ⓨ

表
す

る
。

　
　

　
　

　
　

ͤ
⮬

分
で

設
定

し
た

内
容

に
ࡘ

い
て

の
体

㦂
・

◊
✲

・
ㄪ

査
Ⓨ

表
。

　
　

　
　

　
　

ͤ
㈨

ᩱ
（

෗
┿

・
ᅗ

・
෉

Ꮚ
等

）
及

び
స

品
を

฼
用

し
た

Ⓨ
表

で
も

よ
い

。
　

　
　

　
　

　
ͤ

⌔
⟬

、
ᬯ

⟬
、

㟁
༟

の
特

技
を

も
ࡘ

者
は

、
⌔

⟬
、

ᬯ
⟬

、
㟁

༟
の

実
技

ᢨ
㟢

を
し

て
も

よ
い

。
　

　
　

　
　

　
ͤ

ࡑ
ࢁ

ࡤ
ࢇ

、
㟁

༟
は

各
⮬

持
参

す
る

こ
と

。

専
門

実
技

に
㝈

り
、

ᚲ
せ

と
な

る
服

装
（

靴
を

含
む

。
）

ࡸ
用

ල
の

౑
用

を
ㄆ

め
る

の
で

、
౑

用
ᕼ

ᮃ
者

は
、

各
⮬

持
参

す
る

こ
と

。
た

ࡔ
し

、
共

通
実

技
で

の
ス

パ
イ

ク
等

の
౑

用
は

ㄆ
め

な
い

。

ۑ
　

情
報

　
ࠕ

1
�
ᖺ

後
に

Ⓨ
表

ࡉ
ࢀ

る
情

報
ᶵ

ჾ
の

᪂
ᶵ

⬟
ࠖ

を
⮬

⏤
に

᝿
ീ

し
て

、
ࡑ

ࢀ
を

Ⓨ
表

す
る

。
　

　
　

　
　

　
ͤ

情
報

⣔
ิ

に
お

け
る

本
校

準
備

≀
は

㯮
ᯈ

の
ࡳ

で
࠶

る
。

　
　

　
　

　
　

ͤ
㈨

ᩱ
（

෗
┿

・
ᅗ

・
෉

Ꮚ
等

）
を

฼
用

し
た

Ⓨ
表

で
も

よ
い

。

次
の

㸴
ࡘ

の
Ⓨ

表
分

㔝
か

ら
選

択
し

、
ࡑ

の
分

㔝
の

中
の

内
容

を
ᇶ

に
Ⓨ

表
す

る
。

和
歌

山
北

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

 
 
専

門
実

技

和
歌

山
総

合
学

科

パ
ー

ソ
ࢼ

ル
プ

レ
ࢮ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
本

校
ධ

学
後

、
࡝

の
⣔

ิ
で

学
び

、
⮬

ᕫ
を

ఙ
ࡤ

ࡑ
う

と
す

る
の

か
を

、
中

学
校

で
ྲྀ

り
⤌

ࢇ
ࡔ

内
容

を
ᇶ

に
、

⮬
分

の
個

性
・

⬟
力

・
技

⾡
・

意
ḧ

等
を

各
⮬

工
ኵ

し
た

᪉
ἲ

で
Ⓨ

表
す

る
。

な
お

、
Ⓨ

表
時

間
は

、
ୗ

グ
の

１
、

２
を

࠶
わ

せ
て

１
０

分
程

度
と

す
る

。
 
 
 
１

　
⮬

ᕫ
㹎

㹐
を

含
む

パ
ー

ソ
ࢼ

ル
プ

レ
ࢮ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

(
５

分
㹼

７
分

௨
内

）
　

　
　

 
ͤ

実
技

・
స

品
・

◊
✲

・
体

㦂
等

の
Ⓨ

表
　

 
 
 
 
 
ͤ

準
備

及
び

後
∦

௜
け

の
時

間
を

含
め

て
５

分
㹼

７
分

௨
内

と
す

る
。

 
 
 
２

　
面

接
（

３
分

）
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
面
接
・
実
技
検
査
等

（
そ
の
㻟
）

学
校

名
学

科
名

備
　

考
面

接
・

実
技

検
査

等

５
　

ಖ
育

分
㔝

実
技
ᢨ
㟢
౛

㘽
┙
ᴦ
ჾ
（
ࣆ
࢔
ࣀ
）

管
ᴦ
ჾ
（
フ
ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
等
）

ᘻ
ᴦ
ჾ
（
ࢠ
ࢱ
ー
、
バ
イ
࢜
リ

ン
等
）

打
ᴦ
ჾ
（
マ
リ
ン
バ
、
シ
ロ

フ
࢛
ン
等
）

和
ᴦ
ჾ
（
⍆
、
୕
࿡
⥺
等
）

ኌ
ᴦ
、
స
᭤
、
ఏ
⤫
芸
⬟

水
ᙬ
⏬
、
Ἔ
ᙬ
⏬
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ポ
ス
ࢱ
ー
、

⣲
ᥥ
（
ࢹ
ッ
サ
ン
）
、
∧
⏬
、

᙮
้
、
↝
き
≀
、
工
芸
、
㹁
㹅

స
品
等

ẟ
➹

・
◳

➹
స

品

　
注

意
事

項

和
歌

山
ᮾ

普
通

科
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

ۑ
　

⨾
⾡

　
制

స
し

た
స

品
に

ࡘ
い

て
の

Ⓨ
表

　
　

　
　

　
　

ͤ
中

学
生

時
௦

の
స

品
を

３
Ⅼ

௨
上

持
参

す
る

。
和

歌
山

総
合

学
科

㸴
　

芸
⾡

表
⌧

分
㔝

１
　

パ
ー

ソ
ࢼ

ル
プ

レ
ࢮ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
は

、
ཎ

✏
を

ぢ
て

ㄞ
む

Ⓨ
表

は
で

き
な

い
。

ぢ
ࡸ

す
ࡉ

ࡸ
分

か
り

ࡸ
す

ࡉ
に

も
注

意
し

て
、

ࡲ
と

め
た

 
 
 
 
も

の
を

ぢ
せ

る
な

࡝
工

ኵ
す

る
こ

と
。

２
　

実
技

ᢨ
㟢

で
き

る
分

㔝
は

ビ
ジ

ネ
ス

、
ಖ

育
、

芸
⾡

表
⌧

（
㡢

ᴦ
）

の
３

分
㔝

と
す

る
。

ࡑ
の

㝿
、

実
技

ࡔ
け

の
Ⓨ

表
に

な
ら

な
い

よ
う

に
 
 
 
 
し

、
ᚲ

ࡎ
ྲྀ

⤌
の

㐣
程

等
を

ㄝ
᫂

す
る

な
࡝

、
各

⮬
工

ኵ
し

た
᪉

ἲ
で

⮬
ᕫ

㹎
㹐

す
る

こ
と

。
ࡲ

た
、

ᚲ
ࡎ

本
校

で
ྲྀ

り
⤌

も
う

と
し

て
い

る
 
 
 
 
こ

と
に

ࡘ
い

て
Ⓨ

表
す

る
こ

と
。

３
　

パ
ー

ソ
ࢼ

ル
プ

レ
ࢮ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
౑

用
し

た
㈨

ᩱ
ࡸ

స
品

は
提

出
す

る
ᚲ

せ
は

な
い

。
㸲

　
情

報
➃

ᮎ
（

ス
マ

ー
ト

フ
࢛

ン
、

ࢱ
ブ

レ
ッ

ト
等

）
、

パ
ソ

コ
ン

、
プ

ロ
ジ

࢙
ク

ࢱ
ー

は
౑

用
で

き
な

い
。

５
　

ᫎ
ീ

ᶵ
ჾ

、
㟁

Ꮚ
ᴦ

ჾ
は

౑
用

で
き

な
い

。
㸴

　
マ

グ
ネ

ッ
ト

ࡸ
ᑠ

≀
等

は
各

⮬
持

参
す

る
こ

と
。

７
　

本
校

で
準

備
し

て
࡯

し
い

ᴦ
ჾ

、
ᮘ

、
㆕

面
ྎ

、
㯮

ᯈ
等

は
ᚲ

ࡎ
申

告
書

に
グ

ධ
す

る
こ

と
。

㸶
　

受
検

生
の

間
で

の
≀

の
㈚

し
೉

り
は

で
き

な
い

。

ۑ
　

書
㐨

　
制

స
し

た
స

品
の

Ⓨ
表

　
　

　
　

　
　

ͤ
中

学
生

時
௦

の
స

品
を

３
Ⅼ

௨
上

持
参

す
る

。

ۑ
　

ಖ
育

　
ࠕ

ಖ
育

⣔
ิ

を
選

ࢇ
ࡔ

理
⏤

ࠖ
と

ࠕ
㧗

等
学

校
で

ఱ
を

学
び

た
い

か
ࠖ

の
୧

᪉
に

ࡘ
い

て
Ⓨ

表
す

る
。

　
　

　
　

　
　

ͤ
ᗂ

ඣ
ゐ

ࢀ
合

い
体

㦂
等

の
Ⓨ

表
ࡸ

ᙎ
き

歌
い

等
の

Ⓨ
表

を
し

て
も

よ
い

。
　

　
　

　
　

　
ͤ

㈨
ᩱ

（
෗

┿
・

ᅗ
・

෉
Ꮚ

等
）

及
び

స
品

を
฼

用
し

た
Ⓨ

表
を

し
て

も
よ

い
。

　
　

　
　

　
　

ͤ
ࣆ

࢔
ࣀ

₇
ዌ

等
、

ಖ
育

に
関

す
る

特
技

等
の

実
技

ᢨ
㟢

を
し

て
も

よ
い

。

ۑ
　

㡢
ᴦ

　
①

ᴦ
ჾ

₇
ዌ

、
歌

ၐ
の

Ⓨ
表

　
　

　
　

　
　

ͤ
₇

ዌ
、

歌
ၐ

に
ࡘ

い
て

は
、

⊂
ዌ

、
⊂

ၐ
に

㝈
る

。
な

お
、

ト
ラ

ン
࣌

ッ
ト

等
の

༢
᪕

ᚊ
ᴦ

ჾ
ࡸ

歌
で

は
୺

᪕
ᚊ

（
メ

ロ
ࢹ

࢕
）

　
　

　
　

　
　

　
を

₇
ዌ

す
る

こ
と

。
　

　
　

　
　

②
స

᭤
స

品
の

Ⓨ
表

　
　

　
　

　
　

ͤ
⮬

స
の

ᴦ
㆕

を
持

参
し

て
₇

ዌ
す

る
こ

と
。

　
　

　
　

　
③

◊
✲

Ⓨ
表

　
　

　
　

　
　

ͤ
㡢

ᴦ
理

ㄽ
ࡸ

、
㡢

ᴦ
ྐ

及
び

ᴦ
᭤

分
ᯒ

等
に

ࡘ
い

て
Ⓨ

表
す

る
。

　
　

　
　

　
　

ͤ
①

②
に

お
い

て
、

ࣆ
࢔

ࣀ
、

ク
ラ

シ
ッ

ク
ࢠ

ࢱ
ー

、
マ

リ
ン

バ
、

シ
ロ

フ
࢛

ン
、

ド
ラ

ム
を

₇
ዌ

す
る

時
は

実
施

校
の

ᴦ
ჾ

を
౑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
用

で
き

る
。

ࡲ
た

、
ᴦ

ჾ
を

⨨
ࡃ

た
め

の
ᮘ

・
㆕

面
ྎ

は
実

施
校

ࡀ
準

備
す

る
ࡀ

、
マ

レ
ッ

ト
、
ス

テ
࢕

ッ
ク

等
は

持
参

す
る

こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

。
　

　
　

　
　

　
ͤ

㟁
Ꮚ

ᴦ
ჾ

（
࢚

レ
࢟

ࢠ
ࢱ

ー
、

࢚
レ

ク
ト

ー
ン

等
）

を
౑

用
し

て
の

₇
ዌ

は
で

き
な

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ͤ

Ⓨ
表

に
は

ࢳ
ュ

ー
ニ

ン
グ

の
時

間
を

含
む

。
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
面
接
・
実
技
検
査
等

（
そ
の
㻠
）

学
校

名
学

科
名

備
　

考
面

接
・

実
技

検
査

等

ᾏ
༡

普
通
科
（
኱
ᡂ
校
⯋
）

３
人

程
度

の
集

団
面

接
を

１
５

分
程

度
実

施
す

る
。

（
⨾

㔛
分

校
）

普
通

科
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

申
告

書
提

出

競
技

名
共

通
実

技
専

門
実

技

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

①
　

࢟
ࣕ

ッ
ࢳ

ボ
ー

ル
　

②
　

テ
࢕

ー
バ

ッ
テ

࢕
ン

グ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

で
実

施
）

࣍
ッ

ケ
ー

①
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

　
②

　
ボ

ー
ル

リ
フ

テ
࢕

ン
グ

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
で

実
施

）

๢
㐨

①
　

ษ
り

㏉
し

　
②

　
஫

᱁
✍

ྂ

✵
手

㐨
①

　
⤌

手
に

ᚲ
せ

な
技

　
②

　
ヨ

合
ᙧ

ᘧ
の

⤌
手

◳
ᘧ

㔝
⌫

（
⏨

Ꮚ
の

ࡳ
）

①
　

７
分

間
走

　
②

⭡
筋

　
（

雨
天

時
は

体
育

館
で

実
施

）

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

（
ዪ

Ꮚ
の

ࡳ
）

①
　

パ
ス

　
②

　
サ

ー
ブ

フ
࢙

ン
シ

ン
グ

①
　

フ
ッ

ト
࣡

ー
ク

　
②

　
ࢱ

ー
ゲ

ッ
ト

✺
き

陸
上

競
技

①
　

５
０

ｍ
バ

࢘
ン

ࢹ
࢕

ン
グ

　
②

　
メ

ࢹ
࢕

シ
ン

ボ
ー

ル
投

げ
　

（
雨

天
時

は
体

育
館

で
実

施
）

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

①
　

ド
リ

ブ
ル

シ
ュ

ー
ト

　
②

　
パ

ス

柔
㐨

①
　

打
ち

込
ࡳ

　
②

　
投

げ
込

ࡳ

┦
᧞

（
⏨

Ꮚ
の

ࡳ
）

①
　

ᅄ
⫤

　
②

　
ᢲ

し

ᶵ
Ე

科
３

人
程

度
の

集
団

面
接

を
１

５
分

程
度

実
施

す
る

。

総
合

学
科

（
総

合
）

個
人

面
接

を
５

分
㹼

７
分

程
度

実
施

す
る

。

総
合

学
科

（
⚟

♴
）

個
人

面
接

を
５

分
㹼

７
分

程
度

実
施

す
る

。

日
㧗

（
中

ὠ
分

校
）

普
通

科

普
通

科
（

㺛
㺬
㺽
㺎
㺠
）

５
０

ｍ
走

、
཯

᚟
ᶓ

と
び

服
装

・
ᦠ

⾜
品

㸸
各

専
門

種
目

に
ᛂ

ࡌ
、

ᚲ
せ

と
な

る
服

装
（

靴
を

含
む

。
）

ࡸ
用

ල
の

౑
用

を
ㄆ

め
る

の
で

、
౑

用
ᕼ

ᮃ
者

は
、

各
⮬

持
参

す
る

こ
と

。

次
の

１
１

競
技

か
ら

１
競

技
選

択
し

、
各

競
技

と
も

共
通

実
技

と
専

門
実

技
の

す
べ

て
の

種
目

を
実

施
す

る
。

 
 
５

０
分

で
㸴

０
０

Ꮠ
程

度
の

స
ᩥ

と
、

個
人

面
接

を
７

分
程

度
実

施
す

る
。

握
力

測
定

、
㛗

ᗙ
体

前
ᒅ

᭷
田

中
ኸ

⟪
ᓥ
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
面
接
・
実
技
検
査
等

（
そ
の
㻡
）

学
校

名
学

科
名

備
　

考
面

接
・

実
技

検
査

等

༡
㒊

㣗
と

農
園

科

（
㱟

⚄
分

校
）

普
通

科
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

⇃
㔝

┳
ㆤ

科

᪂
⩧

総
合

学
科

㸲
人

程
度

の
集

団
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

【
定

時
制

】
学

校
名

学
科

名
備

　
考

普
通

科
（

᫨
間

）
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

普
通

科
（

ኪ
間

）
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

⢊
Ἑ

普
通

科
（

ኪ
間

）

普
通

科
（

᫨
間

）
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

普
通

科
（

ኪ
間

）
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

情
報

఍
ィ

科
(
ኪ

間
)

個
人

面
接

を
１

０
分

程
度

実
施

す
る

。

ᶵ
Ე

㟁
Ẽ

科
(
ኪ

間
)

５
０

分
で

㸴
０

０
Ꮠ

程
度

の
స

ᩥ
と

、
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

ᘓ
⠏

科
（

ኪ
間

）
５

０
分

で
㸴

０
０

Ꮠ
程

度
の

స
ᩥ

と
、

個
人

面
接

を
１

０
分

程
度

実
施

す
る

。

ᾏ
༡

普
通

科
（

ኪ
間

）
５

０
分

で
㸴

０
０

Ꮠ
程

度
の

స
ᩥ

と
、

個
人

面
接

を
１

０
分

程
度

実
施

す
る

。

⪏
ஂ

普
通

科
（

ኪ
間

）
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
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る
。

日
㧗

普
通

科
（

ኪ
間

）
５
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で
㸶

０
０

Ꮠ
程
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స
ᩥ

と
、

個
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１

０
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。
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間

）
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０
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。
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間

）
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人
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接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

３
　

㏣
ເ

集
に

お
け

る
実

技
検

査
の

内
容

【
全

日
制

】
学

校
名

学
科

名
備

　
考

和
歌

山
北

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科

⟪
ᓥ
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通

科
（

㺛
㺬
㺽
㺎
㺠
）

　
申

告
書

提
出

一
般

選
抜

実
技

検
査

等
に

準
ࡎ

る
。

実
技

検
査

次
の

３
ࡘ

の
種

目
を

全
ဨ

に
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通
し

て
実

施
す

る
。

　
１

　
５

０
ｍ

走
　

２
　

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

　
３

　
握

力
測

定

個
人

面
接

（
口

頭
に

よ
る

検
査

を
含

む
。

）
を

５
分

程
度

実
施

す
る

。

༡
紀

和
歌

山
工

ᴗ

５
０

分
で

㸴
０

０
Ꮠ

程
度

の
స

ᩥ
と

、
個

人
面

接
を

１
０

分
程

度
実

施
す

る
。

き
の

ࡃ
に

㟷
㞼

面
接

・
実

技
検

査
等

個
人

面
接

を
１

０
分

程
度

実
施

す
る

。

ఀ
㒔

中
ኸ
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別表３
平成２９年度和歌山県立高等学校入学者選抜のスポーツ推薦実施校、指定競技スポーツ及び募集枠等

実施校、指定競技スポーツ及び募集枠

男子 女子
 剣道
 レスリング
 自転車 3 -
 ウエイトリフティング

紀 北 農 芸  ハンドボール 5 -
 陸上競技
 ソフトボール - 5
 ハンドボール
 卓球
 陸上競技
 体操
 水泳
 バスケットボール 3 -
 バレーボール
 ソフトテニス 5 -
 サッカー 3 -
 ソフトボール - 3
 レスリング
 自転車
 フェンシング
 ボート
 柔道 3 -

和 歌 山  アーチェリー
 剣道
 レスリング 3 -
 フェンシング

星 林  ヨット
 陸上競技 3 -
 バスケットボール 3 -
 卓球 3 -
 サッカー 3 -
 ラグビーフットボール 5 -
 剣道
 レスリング 3 -
 ボクシング 3 -
 ウエイトリフティング
 バレーボール 3 -
 陸上競技
 ハンドボール
 ホッケー - 3
 相撲 3
 バレーボール - 3
 ソフトボール 3 -
 相撲 5 -
 柔道
 剣道
 ホッケー 3 -
 空手道
 フェンシング
 柔道
 ホッケー
 陸上競技
 ソフトボール - 3
 バレーボール - 3
 ラグビーフットボール 3 -
 柔道
 空手道

　計　１３校　５７競技スポーツ

5

学　　　校　　　名 競　技　ス　ポ　ー　ツ　名
募集枠

紀 北 工 業

3
3

3

笠 田
3

粉 河
3
5

和 歌 山 北
（ 普 通 科 の み ）

3
3
3

3

5
3

3

5

和 歌 山 東
5

3
3

和 歌 山 工 業
5

3

和 歌 山 商 業

3
3

箕 島
3
3

5
3

紀 央 館
5
3
3

熊 野
( 総 合 学 科 の み )

3
5

（注）募集枠欄の「3」は３名程度、「5」は５名程度とする。ただし、複数の学科がある場合は、すべての学科を合
わせたものとし、和歌山北高等学校普通科は、北校舎及び西校舎を合わせたものとする。

別表３
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（その�）

学校名 競技スポーツ 出　　願　　条　　件

剣道

レスリング

自㌿㌴

ウエイトリフティング

紀 ໭ ㎰ ⱁ ハンドボール

本校のハンドボール部において、３年間継続して活動する意欲のある者で、ḟの
（㸯）㹼（㸲）のいずれかの条件を‶たす者。たࡔし、スポーツの競技名はၥࢃな
い。
　（㸯）୰学༢⊂ࢳー࣒として、県大会以上の大会においてレࣗࢠラーポࢪシࣙン
������で活㌍した者。
　（㸰）個人競技として、県大会以上に出場して活㌍した者。
　（３）㒆㑅ᢤ・ᕷ㑅ᢤで県大会以上、または県㑅ᢤで㏆␥大会以上の大会に出場
　　　した者。
　（㸲）上グ（㸯）㹼（３）に該当しないが、当該୰学校長がそれに準ずるとุ᩿
　　　した者。

陸上競技

ソフトボール

ハンドボール

༟⌫

陸上競技

体᧯

ỈὋ

（競Ὃ）競Ὃ競技において個人✀目で㏆␥大会以上の出場⤒㦂をもつ者、または、
優れた能力をもちᑗ᮶性のឤࡌられる生ᚐで、３年間継続して活動する意欲のある
者。
（㣕㎸）㣕㎸競技において優れた実績をもつ者、または、優れた能力をもちᑗ᮶性
のឤࡌられる生ᚐで、３年間継続して活動する意欲のある者。

バスケットボール

バレーボール

ソフトテࢽス

ー࢝ッࢧ

ソフトボール
当該競技スポーツにおいて優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある
者。

レスリング

自㌿㌴

フェンシング

ボート

柔道

和 歌 山 ェリーࢳー࢔
当該競技スポーツに高い関心をもち、全国大会出場等への意欲をもࡗて、入学後３
年間継続して活動するᙉい意ᚿのある者。

剣道

レスリング

フェンシング

ᫍ ᯘ ࣚット
当該競技スポーツに高い関心をもち、優れた能力を有し、３年間継続して学習と部
活動の両立を実㊶する意欲のある者。

陸上競技
当該競技スポーツにおいて優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある
者。

ー࢝ッࢧ 当該競技スポーツの優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある者。

バスケットボール 当該競技スポーツの優れた能力を有し、３年間真面目に取り組む意欲のある者。

バレーボール
当該競技スポーツの優れた能力を有し、３年間継続して真面目に取り組む意欲のあ
る者。

༟⌫
全国大会やࣟࣈック大会に出場した生ᚐ。または、それに準ずる能力を有するとุ
᩿できる生ᚐで、３年間継続して活動する意欲のある者。

当該競技スポーツの₯ᅾ的能力を有し、ᑗ᮶、全国大会で活㌍することを目ᶆとし
て、３年間継続して活動する意欲のある者。

全国大会、㏆␥大会やそれに準ずる大会に出場した実績を有するなど、当該競技ス
ポーツにおいて優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある者。

県の代表として全国大会やそれに準ずる大会に出場した実績を有するなど、当該競
技スポーツにおいて、優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある者。

和 歌 山 ᮾ

全国大会、㏆␥大会やそれに準ずる大会に出場した実績を有するなど、当該競技ス
ポーツにおいて優れた㈨㉁・能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある者。

優れた技術・運動能力を有し、入学後も指ᐃ競技スポーツにおいてリーダーとして
の活動が期待でき、３年間継続して活動する意欲のある者。

和 歌 山 ໭
（ᬑ㏻科）

和歌山工業

平成２９年度和歌山県立高等学校入学者選抜のスポーツ推薦出願条件

紀 ໭ 工 業
≉ู活動ཬࡧ校ෆእの活動等において優れたⅬがぢられ、学習意欲が᪲┒で生活ែ
ᗘがⰋዲであること。また、入学後も指ᐃ競技スポーツにおいてリーダーとしての
活動が期待でき、３年間継続して活動する意ᚿのある者。

➟ ⏣
当該競技スポーツにಀる優れた運動能力と技術を有し、３年間継続して活動するᙉ
い意ᚿをもち、さらに、ᕼᮃする学科で学ぶ基礎学力を有する者。

当該競技スポーツにおいて優れた能力を有し、３年間継続して学習と部活動の両立
を実㊶する意欲のある者。

⢊ Ἑ

別表４



− 69 −

（その2）

学校名 競技スポーツ 出　　願　　条　　件

ラグビーフットボール
当該競技スポーツにおいて優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲があ
り、リーダーとしての活動が期待できる者。

剣道
当該競技スポーツにおいて優れた能力を有し、３年間真面目に高校生活をおくるこ
とができる者。

レスリング
優れた技術、運動能力を有し、入学後も当該競技スポーツにおいて、３年間継続し
て活動する意欲のある者。

ボクシング
優れた技術、運動能力を有し、当該競技スポーツにおいて３年間継続して真面目に
取り組む意欲のある者。

ウエイトリフティング
基礎体力に優れた能力を有し、当該競技スポーツにおいて３年間高い向上心をも
ち、継続して活動する意欲のある者。

陸上競技
運動部活動において顕著な実績があるか、または優れた技術・運動能力を有する者。

当該競技スポーツにおいて、３年間継続して活動する意欲のある者。また、競技活
動のみならず学習意欲をもち、勉学との両立を目指し自己の成長に努める者。

ハンドボール
ハンドボール競技に対して、優れた技術・運動能力を有し、運動部活動において顕
著な実績をもつ者。また、学習意欲をもち、勉学と部活動の文武両道を目指し、当
該スポーツにおいて３年間継続して活動する意欲のある者。

ホッケー
ホッケー競技に興味・関心があり、必要な運動能力を有するとともに３年間継続し
て活動できる者。また、学習意欲をもち、学習と部活動との両立を目指し自己の成
長に努める者。

相撲

和歌山県代表として、全国大会やそれに準ずる大会に出場した実績をもち、当該競
技スポーツの優れた能力を有し、３年間継続して活動する意欲のある者。また、本
校入学後は競技活動のみに限らず学習意欲をもち勉学との両立を目指し、自己の成
長に努める者。

バレーボール
優れた運動能力を有し、当該競技スポーツにおいて３年間継続して活動を行い、全
国大会やそれに準ずる大会への出場を目指す意欲のある者。

ソフトボール
優れた運動能力を有し、当該競技スポーツにおいて３年間継続して活動する意欲の
ある者。

相撲 当該競技スポーツに適性があり、３年間継続して活動する意欲のある者。

柔道
県の代表として、全国大会やそれに準ずる大会に出場した実績を有するなど、当該
競技スポーツにおいて優れた能力を有するとともに、３年間継続して活動する意欲
のある者。

剣道
当該競技スポーツに適性があり、３年間継続して活動する意欲のある者。県大会
で、個人または団体戦で入賞したことがある者、二段を取得している者、あるいは
同等以上の競技力を有する者。

ホッケー
優れた運動能力を有し、当該競技スポーツにおいて３年間継続して活動する意欲の
ある者。

空手道
県の代表として、全国大会やそれに準ずる大会に出場した実績を有する者。また
は、当該競技スポーツに適性があり、３年間継続して活動する意欲のある者。

フェンシング
優れた運動能力を有し、当該競技スポーツにおいて３年間継続して活動を行い、全
国大会やそれに準ずる大会への出場を目指す意欲のある者。

陸上競技
県大会、またはそれに準ずる大会において優れた実績を有し、人物的にも優秀であ
ること。また、当該競技スポーツにおいて３年間継続して活動する意欲のある者。

柔道
県大会、またはそれに準ずる大会の個人、団体戦において優れた実績を有し、人物
的にも優秀であること。また、当該競技スポーツにおいて、３年間継続して活動す
る意欲のある者。

ホッケー
人物的に優れ、ホッケーに興味があり、ホッケー競技に必要な運動能力を有すると
ともに３年間継続して活動する意欲のある者。

ソフトボール

バレーボール

ラグビーフットボール

柔道

空手道

熊 野
(総合学科)

当該競技スポーツにおいて顕著な実績があるか、または、優れた技術、運動能力を
有するとともにリーダーとしての活動が期待でき、３年間継続して活動する意欲の
ある者。さらに、当該学科において学ぶ基礎学力を有する者。

紀 央 館

箕 島

和歌山商業

和歌山工業
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施

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
の
み

①
　
Ᏺ
備
（
投
手
は
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
ྵ
ࡴ
）

②
　
打
ᧁ
（
バ
ン
ト
を
ྵ
ࡴ
）

　
　
（
Ⲩ
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

⚾
⏝
の
グ
ラ
ブ
、
バ
ッ

ト
、
ス
パ
イ
ク
は
౑
⏝
ྍ

能
面

接
を
実
施

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

①
　
ド
リ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト

②
　
パ
ス
キ
ャ
ッ
チ

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

面
接
を
実
施

༟
⌫

①
　
フ
࢛
ア
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
ツ
ッ
ツ
キ
・
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
　
サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー
ブ
を
ྵ
ࢇ
ࡔ
ゲ
ー
ム
ᙧ
式

面
接
を
実
施

陸
上
競
技

①
　
立
ち
幅
と
び

②
　
１
０
０
ｍ
走
、

　
 
 
１
０
０
０
ｍ
走
（
雨
天
時
は
テ
ニ
ス
ࢥ
ー
ト
で
実
施
、
ス
パ
イ
ク
は
୙

 
 
 
 
ྍ
）
、
走
り
幅
と
び
、
砲
丸
投
げ
か
ら
１
種

目
選
択

ス
パ
イ
ク
ྍ

面
接
を
実
施

体
᧯

①
　
マ
ッ
ト
運
動

②
　
柔
㌾
性
ཬ
び
筋
力
テ
ス
ト

面
接
を
実
施

競
Ὃ

　
①
　
５
０
ｍ
ᑓ
㛛
種
目

　
②
　
２
０
０
ｍ
ಶ
人
メ
ド
レ
ー

㣕
込

　
①
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

　
②
　
ᚐ
手
体
᧯

➟
⏣

⢊
Ἑ

和
歌

山
北

（
普

通
科

）

面
接
を
実
施

Ỉ
Ὃ

①
　
５
０
ｍ
走

（
Ⲩ
天
時
は
反
復
横
と
び
）

②
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

（
Ⲩ
天
時
は
握
力
測
定
）

①
　
５
０
ｍ
走

（
雨
天
時
は
体
育
館
で
２
０
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
実
施
）

②
　
反
復
横
と
び

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

③
　
握
力
測
定

準
備
物

備
考

⣖
北

工
業

検
査
項
目

学
校
名

競
技
ス
ポ
ー
ツ
名

①
　
５
０
ｍ
走

（
雨
天
時
は
反
復
横
と
び
）

②
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

（
雨
天
時
は
握
力
測
定
）

性
別

別表５
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
実
技
検
査
等

（
そ
の
2
）

共
通
実
技

種
目
別
実

技
準

備
物

備
考

検
査
項
目

学
校
名

競
技
ス
ポ
ー
ツ
名

性
別

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
み

①
　
ド
リ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト

②
　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
（
２
対
２
）

面
接
を
実
施

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
　
対
人
レ
シ
ー
ブ

②
　
ス
パ
イ
ク

面
接
を
実
施

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
の
み

①
　
乱
打
（
サ
ー
ブ
か
ら
ス
ト
ロ
ー
ク
)

 
 
 
 
(
雨
天
時
は
ハ
ー
フ
ボ
レ
ー
ラ
リ
ー
シ
ョ
ー
ト
乱
打
）

②
　
前
衛
(
ス
マ
ッ
シ
ュ
・
ボ
レ
ー
)

　
　
後
衛
(
１
本
打
ち
)

 
 
 
 
(
雨
天
時
は
前
衛
(
正
面
ボ
レ
ー
・
ス
マ
ッ

シ
ュ

)
、
後
衛
(
ス

ト
レ
ー
ト
ト
ッ

　
　
プ
打
ち
)
）

面
接
を
実
施

サ
ッ
カ
ー

男
子
の
み

①
　
８
の
字
ド
リ
ブ
ル

②
　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

面
接
を
実
施

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
の
み

①
　
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
雨
天
時
は
素
振
り
）

②
　
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
・
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
（
雨
天
時

は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
）

面
接
を
実
施

レ
ス
リ
ン
グ

①
　
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
　
タ
ッ
ク
ル

面
接
を
実
施

自
転
車

①
　
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
筋
力
測
定

（
最
大
無
酸
素
パ
ワ
ー
測
定
）

②
　
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
筋
力
測
定

（
有
酸
素
運
動
能
力
測
定
）

面
接
を
実
施

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

①
　
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
　
突
き
の
テ
ス
ト

面
接
を
実
施

ボ
ー
ト

①
　
ロ
ー
イ
ン
グ
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
測
定

（
３
分
間
漕
記
録
）

面
接
を
実
施

柔
道

男
子
の
み

①
　
得
意
技
に
よ
る
か
か
り
練
習
（
打
ち
込
み
）

②
　
得
意
技
に
よ
る
投
げ
込
み

面
接
を
実
施

和
歌

山
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

①
　
腕
立
て
伏
せ

②
　
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

③
 
 
ダ
ン
ベ
ル
キ
ー
プ
(
1
.
5
㎏
)

①
　
近
射
（
体
育
館
で
実
施
）

面
接
・
作
文

を
実
施

剣
道

①
　
素
振
り
（
上
下
・
正
面
・
跳
躍
）

②
　
切
り
返
し
、
基
本
技
能
（
面
、
小
手
、
小
手
－
面
、
胴
）
、
掛
か
り
稽
古

剣
道
防
具
一
式

竹
刀

面
接
を
実
施

レ
ス
リ
ン
グ

男
子
の
み

①
　
反
復
横
と
び

②
　
上
体
起
こ
し

面
接
を
実
施

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

①
　
反
復
横
と
び

②
　
突
き
の
動
作

面
接
を
実
施

星
林

ヨ
ッ
ト

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

①
　
バ
ラ
ン
ス
テ
ス
ト
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実

施
）

②
　
男
子
１
５
０
０
ｍ
走
、
女
子
１
０
０
０
ｍ
走

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
一
部
を
実
施
）

面
接
を
実
施

陸
上
競
技

男
子
の
み

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
立
ち
幅
と
び

①
　
立
ち
五
段
と
び
（
雨
天
時
は
垂
直
と
び
）

②
　
助
走
付
き
３
０
ｍ
走
（
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
を

測
定
）
､
１

０
０
０
ｍ
走
、

　
　
砲
丸
投
げ
か
ら
１
種
目
選
択
（
雨
天
時
は
２

０
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
）

面
接
を
実
施

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
み

①
　
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

②
　
反
復
横
と
び

①
　
ド
リ
ブ
ル
（
１
対
１
の
攻
防
）

②
　
シ
ュ
ー
ト

面
接
を
実
施

和
歌

山
北

（
普

通
科

）

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

③
　
握
力
測
定

和
歌

山
工

業

和
歌

山
東

①
　
５
０
ｍ
走

（
雨
天
時
は
立
ち
幅
と
び
）
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
実
技
検
査
等

（
そ
の
�
）

共
通
実
技

種
目
別
実
技

準
備
物

備
考

検
査
項
目

学
校
名

競
技
ス
ポ
ー
ツ
名

性
別

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
の
み

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

①
　
レ
シ
ー
ブ
（
パ
ス
㸤
対
人
レ
シ
ー
ブ
）

②
　
サ
ー
ブ

③
　
ス
パ
イ
ク

面
接
を
実
施

༟
⌫

男
子
の
み

①
　
立
ち
幅
と
び

②
　
反
復
横
と
び

①
　
ラ
リ
ー
➼
（
フ
࢛
ア
ハ
ン
ド
・
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
）

②
　
ゲ
ー
ム

面
接
を
実
施

サ
ッ
カ
ー

男
子
の
み

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

①
　
パ
ス
㸤
ࢥ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
一
部
を
実
施
）

②
　
１
０
０
０
ｍ
走
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
一
部
を
実
施
）

面
接
を
実
施

ラ
グ
ࣅ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
み

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
立
ち
幅
と
び

①
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ス

②
　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

面
接
を
実
施

剣
道

①
　
切
り
返
し

②
　
基
本
技
（
面
・
小
手
・
胴
）
ᛂ
ࡌ
技
（
面
・
小
手
）

③
　
立
ち
఍
࠸
稽
古

剣
道
防
具
一
式

竹
刀

面
接
を
実
施

レ
ス
リ
ン
グ

男
子
の
み

①
　
マ
ッ
ト
運
動

②
　
タ
ッ
ク
ル

面
接
を
実
施

ボ
ク
シ
ン
グ

男
子
の
み

①
　
１
５
０
０
ｍ
ᣢ
ஂ
走

②
　
５
０
ｍ
走

①
　
シ
ャ
ド
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
（
３
分
�
２
ラ
࢘
ン
ド
）

②
　
⦖
と
び
（
３
分
�
２
ラ
࢘
ン
ド
）

面
接
を
実
施

࢘
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
立
ち
幅
と
び

①
　
ࢹ
ッ
ド
リ
フ
ト

②
　
ス
ク
ワ
ッ
ト

③
　
プ
レ
ス

面
接
を
実
施

陸
上
競
技

①
　
１
０
０
ｍ
走
、
１
０
０
０
ｍ
走
、
砲
丸
投
げ
か
ら
１
種
目
選
択

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
、
１
０
０
ｍ
走
を
ᕼ
ᮃ
し
ࡓ
⪅
は
３
０
ｍ
走
、

　
　
 
 
１
０
０
０
ｍ
走
を
ᕼ
ᮃ
し
ࡓ
⪅
は
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
、
砲
丸
投
げ
を

 
 
 
 
 
 
ᕼ
ᮃ
し
ࡓ
⪅
は
メ
ࢹ
ィ
シ
ン
グ
ボ
ー
ル
バ
ッ
ク
投
げ
を
実
施
）

ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ࢬ

ス
パ
イ
ク
(
自

⏤
)

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

①
　
ࢪ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト

②
　
ポ
ࢪ
シ
ョ
ン
シ
ュ
ー
ト

　
　
（
雨
天
時
は
࠸
ࡎ
ࢀ
ࡶ
体
育
館
で
一
部
を
実
施
）

࣍
ッ
ケ
ー

女
子
の
み

①
　
ド
リ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト

②
　
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
　
（
雨
天
時
は
࠸
ࡎ
ࢀ
ࡶ
体
育
館
で
一
部
を
実
施
）

ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ࢬ

┦
᧞

男
子
の
み

①
　
ᢲ
し
ཬ
び
ࡪ
ࡘ
か
り
稽
古

②
　
練
習
ヨ
ྜ
（
┦
᧞
を
と
る
）

　
　
（
雨
天
時
ࡶ
ྠ
ᵝ
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
の
み

①
　
パ
ス

②
　
サ
ー
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
シ
ュ
ー
ࢬ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
み

①
　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

②
　
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

┦
᧞

男
子
の
み

①
　
ᅄ
⫤
３
０
ᅇ

②
　
ᢲ
し
５
本

ࡲ
ࢃ
し

柔
道

①
　
打
ち
込
み

②
　
投
げ
込
み

柔
道
╔

和
歌

山
工

業

和
歌

山
ၟ

業

⟪
ᓥ

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

①
　
握
力
測
定

②
　
㛗
ᗙ
体
前
ᒅ

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び
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平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
実
技
検
査
等

（
そ
の
�
）

共
通
実
技

種
目
別
実
技

準
備
物

備
考

検
査
項
目

学
校
名

競
技
ス
ポ
ー
ツ
名

性
別

剣
道

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

①
　
切
り
返
し

②
　
஫
᱁
稽
古

剣
道
防
具
一
式

竹
刀

࣍
ッ
ケ
ー

男
子
の
み

①
　
ド
リ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト

②
　
ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

✵
手
道

①
　
⤌
手
に
ᚲ
せ
࡞
技
を
ฟ
ࡉ
せ
る

②
　
ヨ
ྜ
ᙧ
式
の
⤌
手

ヨ
ྜ
⏝
防
具
一
式

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

①
　
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
突
き

陸
上
競
技

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
立
ち
幅
と
び

①
　
１
０
０
ｍ
走
、
８
０
０
ｍ
走
、
走
り
幅
と
び
、
砲
丸
投
げ
か
ら
１
種
目
選
択

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
௦
᭰
種
目
➼
を
実
施
）

②
　
⫼
筋
力
測
定

ᑓ
⏝
シ
ュ
ー
ࢬ
౑
⏝
ྍ

面
接
を
実
施

柔
道

①
　
反
復
横
と
び

②
　
握
力
測
定

①
　
ཷ
ࡅ
㌟

②
　
打
ち
込
み
（
得
意
と
ࡍ
る
投
げ
技
を
実
施
）

③
　
ᅛ
ࡵ
技
（
得
意
と
ࡍ
る
ᅛ
ࡵ
技
を
実
施
）

柔
道
╔

面
接
を
実
施

࣍
ッ
ケ
ー

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

①
　
ド
リ
ブ
ル
シ
ュ
ー
ト

②
　
ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
ᵝ
ࠎ
࡞
ス
ト
ロ
ー
ク

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
一
部
を
実
施
）

面
接
を
実
施

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
の
み

①
　
サ
ー
ブ
、
パ
ス

②
　
対
人
レ
シ
ー
ブ

③
　
ス
パ
イ
ク
、
ト
ス
、
ス
パ
イ
ク
レ
シ
ー
ブ
か
ら
１
種
目
選
択

面
接
を
実
施

ラ
グ
ࣅ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
み

①
　
２
０
ｍ
走
、
握
力
測
定
よ
り
１
種
目
選
択

②
　
タ
ッ
ク
ル
、
パ
ス
、
キ
ッ
ク
よ
り
１
種
目
選
択

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

面
接
を
実
施

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
の
み

①
　
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

②
　
ᤕ
⌫
ࡲ
ࡓ
は
ピ
ッ
チ
ン
グ

③
　
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー

　
　
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
）

面
接
を
実
施

柔
道

①
　
打
ち
込
み
、
投
げ
込
み

②
　
ᐷ
技

柔
道
╔

面
接
を
実
施

✵
手
道

①
　
基
本
技

②
　
打
ち
込
み

面
接
を
実
施

（
ὀ
）
　
性
別
の
✵
ḍ
は
、
男
子
と
女
子
を
ၥ
ࢃ
࡞
࠸
ເ
㞟
を
⾲
ࡍ
ࠋ

⟪
ᓥ

①
　
反
復
横
と
び

②
　
立
ち
幅
と
び

⇃
㔝

（
⥲

ྜ
学

科
）

①
　
５
０
ｍ
走

②
　
反
復
横
と
び

⣖
ኸ

館
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別表６

平成２９年度連携型中高一貫教育校の特別選抜実施方法等

学校名 実施方法 備 考

南 部 面接、作文 １ 面接

(龍神分校) １０分程度の個人面接

２ 作文：６００字程度、５０分

※ 作文の内容については、事前に次の３項目に

ついて中学校へ提示する。

・中学校生活に関すること

・自分の将来に関すること

・高校生活に関すること

特別選抜当日、上記３項目の中から２項目に

ついてそれぞれ具体的な作文題目を提示する。

受検生はその２つの題目から１つを選択し、

作文にまとめる。

別表６
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（その㻝）

(全日制)

学力
検査

面接 実技

普通科 ○ ○

普通科（┴❧中）

機械科 ○ ○

電気科 ○ ○

システム໬学科 ○ ○

⏕⏘ὶ通科 ○ ○ 作文 50分 600字程度

᪋タ園ⱁ科 ○ ○ 作文 50分 600字程度

⎔ቃ工学科 ○ ○ 作文 50分 600字程度

普通科 ○ ○

総合ࢿࢪࣅス科 ○ ○

情報ฎ⌮科 ○ ○

普通科 ○ ○

⌮ᩘ科 ○ ○

普通科 ○ ○

ᅜ㝿科 ○ ○

普通科 ○ ○

ே間科学科 ○ ○

普通科（北校⯋） ○ ○

普通科（す校⯋） ○ ○

スポーツ健康科学科 ○ ○ 㐠ື⬟力に㛵するᇶ♏実技(注)

和 歌 山 総合学科 ○ ○

普通科 ○ ○ 作文 �0分 400字程度

⎔ቃ科学科

普通科 ○ ○

普通科（┴❧中）

ᩘ⌮科学科 ○ ○

和 歌 山 ᮾ 普通科 ○ ○

普通科 ○ ○

ᅜ㝿஺ὶ科 ○ ○

機械科 ○ ○

電気科 ○ ○

໬学技術科 ○ ○

建築科 ○ ○

ᅵᮌ科 ○ ○

⏘業ࣥ࢖ࢨࢹ科 ○ ○

๰㐀技術科 ○ ○

和 歌 山 ၟ 業 ス๰㐀科ࢿࢪࣅ ○ ○

普通科（海南校⯋） ○ ○

ᩍ㣴⌮学科 ○ ○

普通科（኱ᡂ校⯋） ○ ○

( ⨾ 㔛 分 校 ) 普通科 ○ ○ 作文 30分 300字程度

普通科（普通） ○ ○

普通科（㺛㺬㺽㺎㺠） ○ ○ 㐠ື⬟力検査(注)

情報経営科 ○ ○

機械科 ○ ○

総合学科（総合） ○ ○

総合学科（⚟♴） ○ ○

( Ύ Ỉ 分 校 ) 普通科 ○ ○

紀 北 農 ⱁ

追　募　集

㈗ 志 ᕝ

和 歌 山 北

ྥ 㝧

ᫍ ᯘ

᱒ ⶱ

紀 北 工 業

海 南

箕 島

᭷ 田 中 央

ᶫ 本

和 歌 山 工 業

平成２９年度和歌山県立高等学校入学者選抜の学校別実施概要（追募集）

学科名
（コース等）

粉 河

作文又は小論文

検 査 内 容学校名

➟ 田

㑣 ㈡

別表７
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（その2）

(全日制)

学力
検査

面接 実技

追　募　集

平成２９年度和歌山県立高等学校入学者選抜の学校別実施概要（追募集）

学科名
（コース等）

作文又は小論文

検 査 内 容学校名

耐 久 普通科 ○ ○ 作文 30分 600字程度

普通科 ○ ○

総合科学科

( 中 津 分 校 ) 普通科 ○ ○

普通科 ○ ○

工業技術科 ○ ○

普通科 ○ ○ 作文 50分 800字程度

食と農園科 ○ ○ 作文 50分 800字程度

( 龍 神 分 校 ) 普通科 ○ ○ 作文 50分 600字程度

普通科 ○ ○

自然科学科

機械科 ○ ○

電気電子科 ○ ○

情報システム科 ○ ○

普通科 ○ ○

経営科学科 ○ ○

看護科 ○ ○

総合学科 ○ ○

串 本 古 座 普通科 ○ ○

新 宮 普通科 ○ ○

新 翔 総合学科 ○ ○

(定時制)

学力
検査

面接 実技

普通科（昼間）
普通科（夜間）

粉 河 普通科（夜間） ○ ○ 作文 50分 600字程度

普通科（昼間）
普通科（夜間）

情報会計科 (夜間) ○ ○

機械電気科（夜間） ○ ○ 作文 50分 600字程度

建築科（夜間） ○ ○ 作文 50分 600字程度

海 南 普通科（夜間） ○ ○ 作文 40分 400字程度

耐 久 普通科（夜間） ○ ○ 作文 50分 600字程度

日 高 普通科（夜間） ○ ○ 作文 50分 800字程度

普通科（昼間）
普通科（夜間）

新 宮 普通科（夜間） ○ ○

田 辺 工 業

神 島

熊 野

○ ○

(注)和歌山北高等学校スポーツ健康科学科、箕島高等学校普通科（スポーツコース）を志望する者（第２志望
　　とする者も含む。）は、それぞれ別表２の実技検査を受けること。

作文

作文

40分

○

南 紀

和 歌 山 工 業

学科名
（コース等）

学校名

○

紀 央 館

○

600字程度

50分 600字程度

作文又は小論文

南 部

田 辺

○

日 高

追　募　集
検 査 内 容

伊 都 中 央

きのくに青雲
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ᖹᡂ２㸷ᖺᗘ࿴ḷᒣ県❧高等学校入学者㑅ᢤ᪥程⾲

㸯 ඲᪥制課程࣭定᫬制課程

(1) ≉ู㑅ᢤ
事 項 期 日 （ 期 限 ）

出 願 受 付 平成29年２月３日（金）午後３時まで

㠃 ᥋ 等 平成29年２月７日（火）

合格内定通知 平成29年２月14日（火）午前10時

(2) ୍⯡㑅ᢤ࣭ࢶ࣮࣏ࢫ᥎⸀
事 項 期 日 （ 期 限 ）

平成29年２月21日（火）午後４時まで
୍⯡出願受付

２月22日（Ỉ）午後３時まで

平成29年３月２日（木）午後４時まで
ᮏ出願受付

３月３日（金）午後３時まで

学ຊ検査等 平成29年３月㸷日（木）

㠃᥋࣭ ᐇᢏ検査等 平成29年３月10日（金）

合 格 発 表 平成29年３月17日（金）午前10時

(3) ㏣ເ㞟
事 項 期 日 （ 期 限 ）

出 願 受 付 平成29年３月24日（金）午後４時まで

学ຊ検査等 平成29年３月28日（火）

合 格 発 表 平成29年３月30日（木）午前10時

(4) ෌学ຊ検査
事 項 期 日 （ 期 限 ）

ᒆ 出 受 付 平成29年３月15日（Ỉ）正午まで

学ຊ検査等 平成29年３月28日（火）

合 格 発 表 平成29年３月30日（木）午前10時
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２ 通信制課程
事 項 期 日 （ 期 限 ）

平成29年３月２日（木）～３月31日（金）午後３時まで

出 願 受 付
（出願前に電話等で問い合わせること)

やむを得ない事情と高等学校長が認めた場合は、平成29年４月10日（月）まで受付

平成29年３月２日（木）～３月31日（金）午後３時まで

調 査 書 等

（４月以降に出願を受け付けた者については、その都度適宜提出）

平成29年４月７日（金）までに合格者に対し通知書を発送

合 格 発 表

（４月10日まで受け付けた者については、出願受付後10日以内に通知書を発送）

３ 入学資格認定検査（通信制課程を除く。）
事 項 期 日 （ 期 限 ）

出 願 受 付 平成29年１月30日（月）正午まで

認 定 検 査 平成29年２月６日（月）

結 果 通 知 検査終了後志願者に文書で通知

４ 他の都道府県からの高等学校入学志願者等に関する手続
事 項 期 日 （ 期 限 ）

平成29年１月10日（火）～１月26日（木）

申 請 手 続

申請方法、必要書類等については、（県）学校教育局県立学校教育課に電話等で問い合わせること

５ 「帰国生徒」の高等学校入学志願者に関する手続
事 項 期 日 （ 期 限 ）

平成29年２月17日（金）まで（出身中学校長又は保護者から志願先高等学校長に申請）

申 請 手 続

平成29年２月24日（金）まで（志願先高等学校長から（県）学校教育局県立学校教育課長に申請）
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日
曜

日
曜

日
曜

1
日

元
旦

1
水

1
水

2
月

振
替
休
日

2
木

2
木

本
出
願
受
付
（
１
６
時
）

3
火

3
金

特
別
選
抜
出
願
受
付
（
１
５
時
）

3
金

本
出
願
受
付
（
１
５
時
）

4
水

4
土

4
土

5
木

5
日

5
日

6
金

6
月

6
月

7
土

7
火

特
別
選
抜
（
面
接
等
）

7
火

8
日

8
水

8
水

9
月

成
人
の
日

9
木

9
木

一
般
選
抜
・
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
（
学
力
検
査
）

1
0
火

1
0
金

1
0
金

一
般
選
抜
・
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
（
面
接
・
実
技
検
査
等
）

1
1
水

1
1
土

建
国
記
念
の
日

1
1
土

1
2
木

1
2
日

1
2
日

1
3
金

1
3
月

1
3
月

1
4
土

1
4
火

特
別
選
抜
合
格
内
定
通
知
（
１
０
時
）

1
4
火

1
5
日

1
5
水

1
5
水

1
6
月

1
6
木

1
6
木

1
7
火

1
7
金

1
7
金

合
格
発
表
（
１
０
時
）

1
8
水

1
8
土

1
8
土

1
9
木

1
9
日

1
9
日

2
0
金

2
0
月

2
0
月

春
分
の
日

2
1
土

2
1
火

一
般
出
願
受
付
（
１
６
時
）

2
1
火

2
2
日

2
2
水

一
般
出
願
受
付
（
１
５
時
）

2
2
水

2
3
月

2
3
木

2
3
木

2
4
火

2
4
金

2
4
金

追
募
集
出
願
受
付
（
１
６
時
）

2
5
水

2
5
土

2
5
土

2
6
木

2
6
日

2
6
日

2
7
金

2
7
月

2
7
月

2
8
土

2
8
火

2
8
火

追
募
集
及
び
再
学
力
検
査
（
学
力
検
査
等
）

2
9
日

2
9
水

3
0
月

3
0
木

追
募
集
及
び
再
学
力
検
査
合
格
発
表
（
１
０
時
）

3
1
火

3
1
金

平
成
２
９
年
度
和
歌
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
関
係
日
程

１
　
　
　
月

２
　
　
　
月

３
　
　
　
月





地球環境保護のために、再生紙と
ベジタブルインキを使用しています。

〔入学者選抜実施要項についての問い合わせ先〕

和歌山県教育庁学校教育局県立学校教育課

〒640-8585 和歌山市小松原通一丁目１番地

TEL (０７３)４４１‐３６８１

FAX (０７３)４４１‐３６５２

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500100/


